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1 はじめに

福島県文化財センター白河館（以下、「まほろん」と言う。）では、収蔵資料の放射性炭素年代

測定及び炭素・窒素安定同位体比分析を、平成26年度から平成30年度までの 5か年の計画で

実施してきた。平成30年度が 5か年の最終年度であり、本報告は、5か年の放射性炭素年代

測定及び炭素・空素安定同位体比分析結果をまとめた総括報告である。本書所収の別稿で掲載

している平成30年度に実施した20点の分析試料報告の内容も含まれている。

まほろんは、出土した文化財等の保管、文化財に関する教育普及、文化財関係者の妍修を行

う施設である。館内には、文化財の保管施設として、約3,000niの収蔵庫を備える。この収蔵

庫には2019年 2月 1日時点で、 5万2千箱を超える出土文化財、写真・図面類が保存・管理

されている。

これらの収蔵資料の中から、紀年銘が存在しない時代の土器に付着した炭化物160点を抽出

して分析することで、それらの年代的位置を朗らかにすることを研究の目的とした。さらに、

測定年代の補正に必要な炭素・窒素安定同位体比分析を行うことにより、炭化物の成因となっ

た食料資源等を解明し、福島県域に暮ら した当時の人々の食生活史に関する情報の獲得も期待

している。

この研究により、文化財が有する情報の多様性と重要性を県民に伝えるための貴重なデータ

が得られることとなる。

本報告の 1・ 2 ・ 4 ・ 5章は三浦が記載し、3章については、分析を担当した閥加速器分析

研究所の総括報告書に基づき、両者協識の上で三浦が編集を担当した。文末には、 測定済み試

粕160点及び未測定試料124点、総計284点の士器付着炭化物の観察記録をまとめた一覧表を

掲載した。この一覧表は、試料採取時に囲加速器分析研究所が観察に基づいて記載した記録表

をベースに、共同で作成したものである。

2 これまでの経緯

まほろんでは、放射性炭素年代測定及び炭素・窒素安定同位体比分析を実施するにあた り、

複数名の担当者を充てて、測定研究のテーマ設定、資料の選出、研究成果の報告及び公開につ

いて取り組訂こととした。

本章では、 5か年の分析内容及びまほろんにおけるこれまでの分析成果公開の取り組みにつ

いて、これまでの経緯をまとめておく。
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まほろん収蔵姿料の放射性炭素年代測定及び

炭素・窒素安定同位体比分析の5か年の総括報告

(1)分析試料と分析成果

分析試料の選出にあたっては、土器付着炭化物から採取することを原則とした。この条件が

クリアできた土器群の中から、過去に実施された年代測定データが不足している時期や、上器

編年が不確定な時期、あるいは隣接土器圏の特徴を有している土器群など、目的意識・開題意

識を持った資料選択を心がけた。

分析は、 5か年の継続事業と し、司ー機関に委託して実施することと した。分析試料の採取

方法、前処理手法、分析機器の統一を図るためである。これらの差異による誤差発生のリスク

をできるだけ回避することで、分析結果の評価基準の統一化を測ることを企図した。

分析機関には、下記の11項目の内容を記した報告書を、毎年度提出することを義務付けた。

さらに、平成30年度には、放射性炭素年代測定結果と炭素・窒素安定同位体比分析に関する

解釈及び補足事項を記載した総括報告書の提出を求めた。

1. 前処理・調整にかかる化学処理□程
2.使用機器と測定・分析方法

3.算出方法と暦年較正に用いたプログラム

4.放射性炭素年代測定結果一覧

5.暦年較正結果データ

6.暦年較正年代データ (YrBP) 

7.炭素安定同位体比 (a13c) 

8. 窒素安定同位体比 (oi5N) 

9.総炭素量

10.総窒素董

11. C/N比データ

(2)分析結果の公開

分析結果については、平成27年度以降に刊行する『福島県文化財センター白河館 研究紀要』

にその都度掲載することとした。展示公開については、プロムナードギャラ リー及び常設展示

内の各コーナーでの展示、企画展示での公開を行っている。また、分析方法と成果について、

理化学と歴史学の双方の見地からの知見を紹介する研修や講演会を実施した。以下、各年度に

おける分析の概要、測定成果の公開と活用について報告する。

く平成26(2014)年度＞

5か年の測定資料抽出の検討を行うための事前準備として、まほろん収蔵資料に関係する過

去の AMS法による放射性炭素年代測定結果を集成し、 『福島県文化財センター白河館研究紀

要2014』にて公表した国）。これは、公益財団法人福島県文化振興財団（前 財団法人福島県

文化振奥事業団）編集の発掘調査報告書に収録されたものが中心である。また、日本考古学協

会2005年度福島大会実行委員会が行ったAMS年代測定についても併せて掲載しているほ2)0

当該年度の測定資籾は、縄文時代早期後葉から前期初頭の上器を中心に選出した。広野町上
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田郷VI選跡を中心に20点選出し、測定を行った。測定結果は、平成27年度の測定結果と合わせ、

『福島県文化財センター白河館 研究紀要2015』 （註3）に掲載した。

測定分析研究の閑連講座の嘴矢として、東京大学総合研究博物館の吉田邦夫氏による「考古

遺物の年代測定一14c年代測定を知り尽くすー」を10月25日に開催した。

く平成27(2015)年度＞

平成26年度の測定結果を受けて、縄文時代早期後葉から前期初頭の土器群の試料を追加す

るとともに、縄文時代早期前葉・中葉、さらには前期前葉の試料の測定を実施した。対象試料

40点の測定結果は、平成26年度の測定結果と合わせて『福島県文化財センター白河館 研究

紀要2015』（註3）に掲載した。

平成28年 3月5日～5月8日の期間で企画展「縄文土器の年代ーその古さを読み解く一」を

開催した。平成26・ 27年度に実施した縄文時代早期から前期にかけての資料の分析結果を公

表（図 1-a)するとともに、県内の同時期の代表的な土器を展示した。

関連研修として、平成28年 1月23日には、（柑加速器分析研究所の早瀬亮介氏による「縄文早・

前期土器群のAMS年代測定」を開催し、放射性炭素年代測定を和用したこれまでの縄文土器の

年代観を解説するとともに、加速器分析研究所の施設見学を合わせて実施した。同3月5日に

は、当館職員山内幹夫により 「縄文土器の地域性ー浜通りの特性を中心に一」を開催し、縄文

時代早期後葉土器群の変遷と、気侯や植生との関連性について解説した（図 1-b)。

く平成28(2016)年度＞

縄文時代中期の大規模集落である磐梯町・猪苗代町法正尻遺跡、天栄村桑名邸遺跡出土土器

群を中心に、 40点の分析を実施した。また、 中期の年代の上限値を推察できるデータを得る

目的で、縄文時代削期末葉の土器も測定した。この結果については、『福島県文化財センター

白河館研究紀要2016』(9主4)に掲載した。

平成28年度に分析に供した資料とその測定結果を公表する目的で、 平成29年 3月4日～ 3

月30日(3月31日～4月4日は、展示替え）の期間で、企画展 「縄文土器の年代Il一縄文中期

の世界に迫る一」（前期展）を開催した。前造した法正尻遺跡・桑名邸遺跡に加え、楢葉町馬場

前進跡の出土土器を多く展示した。

当該年度からプロムナードギャラリーにおいても、測定資料を展示するこ ととした。平成

26 ・ 27年度に実施した測定資料中から、縄文時代早•前期の土器を展示し、 年 5 回の展示替

えを行った。また、常設展示 「みんなの研究広場」では、炭素・窒素安定同位体比分析の結果

を分かりやすく紹介する「縄文人の食卓拝見」を、 9月 1日～10月30日の期間で実施した。

5月1日には、「縄文時代早期の土器群について」として、 平成26・ 27年度に実施した年代

測定の成果と開題点を筆者が紹介し、 士器編年の検討を加えた報告を行った（図 1-c)。

福島県立図書館との連携事業として、 6月3日～7月 6日の期間で、移動展「縄文上器の年

代ーススとコゲからなぞをとく一」を同館エントランス展示コーナーにおいて開催した。展示

期間中の 6月19日には、同館研修室において開催された「縄文土器の年代ーススとコゲからな

ぞをとく一」の講師を筆者が務めた。
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まほろん収蔵姿料の放射性炭素年代測定及び

炭素・窒素安定同位体比分析の5か年の総括報告

く平成29(2017)年度＞

当該年度は、県内の弥生士器の年代把握を主目的とし、これに縄文時代晩期と古墳時代前期

の土器群を加えた40点を分析した。近年の研究で年代論争が活発化している時期である。特

に天王山式周辺の土器群や古墳出現期前後の土器群の年代から、県内における弥生時代の終末

から古墳時代の始まりを推察できる試料の分析を目的とした。この結果については、 『福島県

文化財センター白河館 研究紀要2017』に掲載した（註5)o

前年度から開催した企画展「縄文上器の年代II一縄文中期の世界に迫る一」は、 4月5日～

5月7日の期間で後期展とし、展示資料を大きく入れ替えて開催した（図 1-d)。

プロムナードギャラリーでは、平成28年度の測定資料中から、磐梯町・猪苗代町法正尻選

跡出上上器を中心に公開した。年6回の展示替えを行った。

8月26日には、「縄文土器の年代と地域性」と題する講座を開催した。型式学的検討と層位

学的検討に基づく編年研究の成果に、年代淵定で得られた新知見を加えながら筆者が解説した

（図1-e)。

また、福島県立図書館との連携事業として、同館エントランス展示コーナーで、移動展「縄

文土器の年代 II —縄文中期の世界に迫る一」を 6 月 2 日～ 7 月 5 日にわたって開催 した（図 1-

f)。展示期間中の 6月18日には、同館研修室において、講演会 「縄文土器からわかる地域間

交流」が行われ、筆者が講師を務めた。

く平成30(2018)年度＞

前年度までの測定結果を踏まえて、縄文時代早期前菓・中菓の土器群、縄文時代中期末葉か

ら後期初頭の土器群、後期中葉の土器群、弥生時代天王山式土器群の資料のデータ追加を目的

に、 20点の分析を行った。

プロムナードギャラリーでは、平成29年度に実施した測定資料中から、会津坂下町能登造

跡出土土器や湯川村桜町遺跡出土土器などを展示し、年5回の展示替えを行った（図 1-g)。

また、常設展示室の「みんなの研究ひろば」において、「弥生土器の充年代測定」を平成30年

9月27日～平成31年 1月18日の期間で実施した。平成29年度に実施した弥生士器の測定結果

と炭素・窒素安定同位体比分析の結果について紹介した（図 1-h)。

(3) これまでの報告の修正

2016,..._,, 2018年に公表した測定結果（註3~5)において測定値や試料採取部位の誤記や土器型式

認定の変更があったことから、ここに修正しておく。

「まほろん収蔵のAMS年代測定結果報告（平成26・ 27年度分）」『福島県文化財センター白

河館 研究紀要2015』（註3)掲載の「No.17 早期末葉」との記迷は、早期後葉とするのがよいで

あろう。同「No.47 大木 1式」と 「No.48 花積下暦式」を大木 1式併行と訂正する。コ縁部の

波状や非対称突起などの器形の特徴が、閑東地方の関山式に類似するものであり、大木1式か

ら2式の範疇の士器群に相当すると考えられる。

「まほろん収蔵の AMS年代測定結果報告（平成28年度分）」『福島県文化財センター白河館
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図1 分析成果の公開
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h （常設展示「話廷の遺跡」
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まほろん収蔵姿料の放射性炭素年代測定及び

炭素・窒素安定同位体比分析の5か年の総括報告

研究紀要2016』（註4）掲載の採取部位の誤記は、以下の4点である。「No.10 (No. 70) 口縁部内面」

は口縁部外面、「No.28(No.88) 胴部下位外面」は胴部中位外面、「No.3l(No.91) 胴部中位外面」

は胴部中位内面、「No.34 (No. 94) 胴部内面」を口縁部内面とする。また、上器型式の変更につ

いても以下の通り。「No.12(No. 72) 大木7b式」は大木7a式、「No.32 (No. 92) 大木8b式」は

大木8a式の誤り。同「No.34 (No. 94) • No. 35 (No. 95) 大木7a式」としていたものを大木7a~  

7 b式併行とする。同「No.36 (No. 96) 大木7b式期」としていたが、改めて新崎式と認定した

い。同「No.27(No.87) 大木5式」の土器は、大木4~5式土器の範疇と捉えていたが、粘土紐

貼付文が意匠の中心となることから、本報告において大木4式としておく。

「まほろん収蔵のAMS年代測定結果報告（平成29年度分）」 『福島県文化財センター白河館

研究紀要2017』（註5）掲載の「表3 暦年較正 14C年代・較正年代ほか (2)」中の数値を

次のとおり訂正する。 Y23（通しNo.123) pMC値 76.05土0.20、Y25 (No. 125) 1 a暦年代

範囲の 1行目 352calBC -297cal BC (49. 7%)、Y31 (No. 131) 2 a暦年代範囲の 1行目

396cal BC -35lcal BC (46. 5%)、Y37 (No. 137) pMC値81.32土0.21。また、 「表4 炭素・

窒素安定同位体比及び含有量」 Y13 (No. 113) C/N重量比を6.74と訂正する。

3 平成26'""'30年度の測定結果に関する総括

本章では、これまで5か年にわたって実施した測定・分析結果を総括する。報告をまとめる

にあたっては、分析を行った（柑加速器分析研究所と、度重なる打合せと確認を行った。その際、

試料の採取・処理・測定環境、年代測定や炭素・窒素安定同位体比分析で数値等が整合的でな

かった試料についての記載を特にお願いした。年代測定結果に与える外的要因や、分析におけ

る注意点など、分析者側の視点による検討を加えることにより、考古学的所見とは整合しない

測定値の原因を詳らかにし、できる限り問題点を明らかにするためである。 （三 浦）

(1) 5か年の取り組みの概要

福島県文化財センター白河館に収蔵されている考古資料のうち、士器に付着した炭化物160

点（平成26年度20点、平成27年度40点、平成28年度40点、平成29年度40点、平成30年度20

点）を対象に、放射性炭素年代測定と炭素・窒素安定同位体比及び炭素・窒素含有量測定を行っ

た。平成26~29年度測定試料についてはすでに結果が公表され（註3~5)、結果についての検討

も行われている（註6~8)。平成30年度の測定結果は、本書別稿に掲載している。

(2)試料と採取・処理・測定状況

試料を採取した士器は、福島県内のほぼ全域の選跡から出士した、縄文時代早期の薄手無文

上器から古墳時代前期の塩釜式の時期までのものである。

福島県文化財センター白河館の膨大な収蔵資料の中から、炭化物が付着している測定候補の

土器を館職員が抽出した。そして、館職員立ち会いのもと、（掬加速器分析研究所社員が試料を

採取した。採取を試み、状態を記録した試料が284点で、そのうち測定を実施したのは160点
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である。測定された試料は、土器付着炭化物（スス、コゲなど） 158点と、土器製作時に胎土中

に包含され、焼失せずに残存したと見られる炭化種子1点(No.29、平成27年度測定No.29)、

炭化物 1点（何らかの有機物、 No.54、平成27年度測定No.54)である。

試料採取にあたっては、炭化物の付着状況、部位、その他の観察所見（特に試料の汚染につ

ながる可能性のある接着剤、注記の文字等に関する情報）などを記録し、さらに採取した試料

の状態（炭化物の色調や付着状況、胎土や土の混入状況等）、重董等を確認して一覧表にまとめ

た。そして、それらの所見をもとに測定対象を選定した。できるだけ状態の良い試料を測定す

るように努めたが、特に年代値を得たい土器については、あまり状態が良くない試料を測定し

た場合もある。また、同一個体の別部位から試料を採取し、比較できるようにしたものが複数

ある。

試料の化学処理、AMSによる測定は、すべて加速器分析研究所の分析施設において行われた。

5か年での各作業工程の状況は社内文書等に記録されている。

5か年の間に測定された試斜の中には、後述するように土器の型式から推定される年代とは

異なる値が示されたものもある。これらの試料を中心に、試料採取から測定までの作業に問題

がなかったか、記録を随時見直し確認を行ってきたが、特に問題は認められなかった。加速器

分析研究所内での作業の確認とあわせて、必要な際には試料が採取された土器の再確認、出土

遺跡の発掘調査・整理担当者への聞き取り（土器強化のための溶剤アク リル樹脂使用の有無等）

なども行い、年代値の検証に努めた。

(3)試料番号と記録、保管状況

5か年にわたる作業で、多数の試料が扱われる中、各試料には目的や場面の違いによる複数

の番号が振られている。全体を通して見れば、かなり複雑な状況になっているため、測定結果

等の扱いに混乱が起きないよう、ここに整理して記しておくこととする。

試料には、測定候補抽出時に番号が振られ、それに従って採取が行われた。採取時の番号は、

平成26年度にNo.1 ~26、平成27年度にNo.27~115と連番で振られたが、平成28年度以降

は年度ごとにNo.1から振られている。測定された試料には、採取時の番号とは別に番号が振

り直され、立成26年度がNo.1 ~20、平成27年度がNo.21~60、平成28年度がNo. 1 ~40、

平成29年度が YOl~ Y40、平成30年度がNo. 1 ~20となった（研究紀要での測定結果報告に

示された番号がこれに当たる）。 5か年で測定された試料160点に対しては、最終的にNo.1 

~160の通し番号が振られた。通し番号と測定試料番号（研究紀要報告番号）の対応関係は、通

しNo. 1 ~20（平成26年度測定No. 1 ~20)、通しNo.21 ~60（平成27年度測定No.21 ~60)、

通しNo.61 ~ 100（平成28年度測定No. 1 ~40)、通しNo.101 ~ 140（平成29年度測定YOl~

Y40)、通しNo.141 ~ 160（平成30年度測定No. 1 ~20)となっている。

試料に関する記録は、通し番号と採取番号の対応関係、試料の状態、出土遺跡や層位及び掲

載報告書の情報を一覧表にまとめて整理されている。測定されなかった試料も含めて一覧表に

示している。今回測定されなかった試料の中にも測定可能なものがあり、将来の測定に供する
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ことができる。測定残試料及び測定されなかった試料は、 すべて、福島県文化財センター白河

館に返却済みである。

なお、これらの番号とは別に、加速器分析研究所内での登録番号と して、化学処理番号、測

定番号（測定機関番号）がある。化学処理の登録番号は、平成26年度が＃ 7138~ 7142（選跡ご
とに振られた）、平成27年度が＃ 7484、平成28年度が＃ 8100、平成29年度が＃ 8647、平成30

年度が＃ 9143で、各々試料ごとの枝番号がある。測定番号は 「IAAA-」の後に 6桁の数字が並

び、加速器分析研究所（略称 IAA)のAMSで測定されたことを示す。測定結果の識別番号として

広く用いられるため、報告や論文で測定結果とともに記載することが推奨される。試料一覧表

にもこれらの番号を記入しており、測定された試料が収納された袋には化学処理の登録番号も

書かれている。

(4)放射性炭素年代測定の結果とその考察

160点の年代測定結果は、土器編年上の前後関係や、これまでの測定事例とおおむね整合す

る。しかし、考古学的見地からの推定とは異なる結果になったものも存在する。本節では、考

古学上の時期区分に従って測定結果を概観する（図2~6)。

なお、各試料を採取した土器が属する型式・時期については、出土浬跡の発掘調査報告書を

参考に、随時検討を行ってきた（測定結果とともに研究紀要で報告）。平成30年度に 5か年の

分析が終了した後、館職員が型式名と所属時期の再検討を行った。その結果は本稿に示す通り

である。過去に報告した型式名を変更したものも存在する。

＜縄文時代早期（図2)> 
薄手無文土器、稲荷台式、田戸下層式、常世1式、野島式・槻木1式、鵜ガ島台式、茅止下

層式、常世2式、茅山上層式併行、北前式、日向前B式、大畑G式等に相当する土器から採取

した試料が測定された。おおむね土器編年に沿う年代値が得られているが、共伴事例のある常

世2式と北前式の年代値に差が認められることや、日向前B式の値が大畑G式の値よりも全体

的に古く、従来の編年観と一致しないことなどが課題として指摘されている（註6)0

同一個体から複数の試料が測定されたものには、野島式・槻木1式のNo.43（平成27年度測

定No.43)とNo.44（平成27年度測定No.44)、鵜ガ島台式の No.141（平成30年度測定No. 1) 

とNo.142（平成30年度測定No. 2)、茅山下層式の No.19（平成26年度測定No.19)とNo.20（平

成26年度測定No.20)、常世 2式の No.32（平成27年度測定No.32)とNo.59（平成27年度測定

No. 59)、日向前B式のNo.14（平成26年度測定No.14)とNo.15（平成26年度測定No.15)、大畑G

式の No. 1（平成26年度測定No.1)とNo. 2（平成26年度測定No. 2)がある。No.32、59の個

体以外の年代値は、個体内で試料の年代値が誤差範囲で一致するか、おおむね近い。

注意を要する試斜として、上述のNo.32とNo.59がある。司一個体の胴部上位外面(No.32)、

胴部中位内面(No.59)から採取された試料だが、 14C年代で紡600年もの年代差がある。No.59 

については、炭素含有率が8.87％とかなり低い。 AAA処理後の所見として、黒い粉状の炭化物

に上（もしくは胎上）と見られるものが混じっていることが観察されていることから、上か胎土
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由来の古い炭素が混入した可能性がある。 No.32は妥当な年代値を示していると見られる。

また、炭素安定同位体比に着目すると、 No.151（平成30年度測定No.11、稲荷台式）が

-20. 5%o、No.160（平成30年度測定No.20、常世 1式併行）が一23.4%oと高くなっている。

No. 160は、常世 1式に属する他の試料に比べてやや古い年代値を示していることから、海洋

リザーバー効果の影響を受けている可能性がある。他方、 No.151についてもその影響を受け

た可能性があるが、年代値は稲荷台式としておおむね妥当と見られる（註9)o

＜縄文時代前期（図3)> 
花積下層式、大木 1式併行、大木1~2式、大木26式、浮島n式、大木4式、大木5式併

行、大木6式等に相当する士器から採取した試料が測定された。ほぼ士器編年に沿う結果が得

られたものが多い。多数の試料が測定された前期初頭期及び花積下層式を含む羽状縄文上器群

の較正年代値(1a暦年代範囲）については、①5299~ 5071cal BC（上田郷VI、羽白C、同D、

荻平達跡出土のNo. 5、8~13、49~51、53、55の試料）、②5002~ 493lcal BC（荻平瑣跡出

上の No.52、56の試料）、③4714~4686calBC（西田H遺跡出上の No.45、46の試料）に区分さ

れると指摘されている（註6)0

同一個体から複数の試料が測定されたものには、前期初頭期の No. 8（平成26年度測定

No. 8)とNo. 9（平成26年度測定No. 9)があり、誤差範囲で一致する年代値が得られている。

注意を要する試料として、 No.143（平成30年度測定No. 3)がある。大木2b式に位置づけ

られるが、非常に占い年代値（早期後葉頃に相当）が示されている。粒～粉状の炭化物で、採取

時やAAA処理後の所見で胎土が混じっていると観察されている。炭素含有率が17.2％と低い

ため、胎土由来の古い炭素が混入した可能性がある。

また、 No.60（平成27年度測定No.60、大木4式）は、炭素安定同位体比がー21.7%oと高く、

海洋リザーバー効果の影響で年代値がやや古く示されている可能性がある。

＜縄文時代中期（中期末葉～後期初頭期を含む） （図4)> 
大木7a式、大木7b式、大木8a式、大木8b式、大木9式、中期末葉～後期初頭期等に

相当する士器から採取された試料が測定された。これらの年代値については、全体的に士器編

年とおおむね整合的であるが、土器型式間で年代値が重なり合う様子も認められる。このこと

については、 3300~ 2900cal BC頃において較正曲線が平坦に推移することに関わると見られ

るが、後述するように土器型式から想定される年代値よりやや古い値を示す試料が認められる

ことも注意される。中期の試和の中では、大木7a式の試料（中江聖の宮選跡、法正尻遺跡）の

中での年代差が指摘されているほ7)o

同一個体から複数の試料が測定されたものには、中期末葉～後期初頭期の No.156（平成30年

度測定No.16)とNo.159（平成30年度測定No.19)があり、よく一致する年代値が得られている。

やや古い値を示すと見られるものとして、次の試料を指摘できる。

No. 62（平成28年度測定No. 2)とNo.63（平成28年度測定No. 3)は、同一住居の床面直上出

土でありながら、100年近い年代差がある。No.63は大太8b式としてはやや古い値と見られる。

また、 No.64（平成28年度測定No.4)（大木8a式）、 No.79（平成28年度測定No.19)（大木
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大洞C2式併行

］大洞A式

大洞A'式

500 

7 b式）、 No.82（平成28年度測定No.22)（大木 8b式）、 No.83（平成28年度測定No.23)（大木

8 b式）、 No.92（平成28年度測定No.32)（大木 8a式）、 No.96（平成28年度測定No.36)（新崎

式）、 No.100（平成28年度測定No.40)（大木 9式）、 No.157（平成30年度測定No.17)（縄文中期

末葉～後期初頭期）もやや古いと見られる。

土器付着炭化物の年代値が古く計測される原因はいくつかあるが、これらの試料については

原因を明確に指摘できない。これらの問題については後述する。

他に、今回測定された中期の試料の中で、特に注意を要する試料は、 No.89（平成28年度測

定No.29)（大木7a式）である。この試料の年代値は、 士器型式から想定される年代値よりも明

らかに古い（充年代値で1000年程度）。測定後、整理作業時に土器強化剤を使用したことがわ

かった。アセトンで削処理しているため、ある程度除去されたと見られるが、完全に除去され

たことを確認するのは難しく、残存していた薬品が影響したものと考えられる。

＜縄文時代後期（図5)> 
十腰内 2式併行、加曽利B式に併行する土器から採取した試料2点が測定され、 2点と もほ

ぼ同様の年代値が得られている。
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＜縄文時代晩期（図 5)> 
大洞B2式、大洞BC式、大洞C2式、大洞A式、大洞A'式等に相当する土器から採取し

た試料が測定された。全体的に上器の変遷とおおむね整合する結果となっている。

同一個体から複数の試料が測定されたものには、大洞C2式の No.126（平成29年度測定

Y26)とNo.127（平成29年度測定Y27)、大洞A式のNo.132（平成29年度測定Y32)とNo.133（平

成29年度測定Y33)があり、後者はよく一致、前者はおおむね近い年代値が得られている。
OxCal v4.3.2 Bronk Ramsev (2017): r.5 lntCal13 atmosohelic curve (Reimer et al 2013 
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なお、 No.152（平成30年度測定No.12、大洞BC式）は、炭素安定同位体比が一20.7%oと高い

ため、海洋リザーバー効果の影響でやや古い年代値が示されている可能性がある。

＜弥生時代前期（図6)> 
御代田式に相当する土器から採取した試料が測定され、土器編年とおおむね整合する結果と

なっている。

＜弥生時代中期（図6)> 
今和泉式、野沢1I式、南御山2式、ニツ釜式、天神原式、御止村下式に相当する土器から採

取した試料が測定された。全体的に従来の編年観とおおむね整合する結果となったものが多い。

同一個体から複数の試料が測定されたものには、今和泉式のNo.117（平成29年度測定Y17)

とNo.118（平成29年度測定Y18)、No.130（平成29年度測定Y30)とNo.131（平成29年度測定

Y31)、ニツ釜式の No.124（平成29年度測定Y24)とNo.125（平成29年度測定Y25)があり、いず

れもよく 一致する年代値が得られている。

ただし、次の 2点は推定より古い値を示し、注意を要する。

No. 129（平成29年度測定Y29)の年代値は、弥生中期前葉の今和泉式の年代値としては若干古

いと考えられる。コ縁部外面の沈線、縄文の部分に付着した炭化物を採取している。炭素含有

率が9.84％とかなり低い。採取時には明確に認識していなかったが、 AAA処理後の所見で土も

しくは胎土の混入が観察されていることから、胎土等に由来する古い炭素が混入した可能性が

ある。

No. 119（平成29年度測定Y19)の年代値は、弥生中期末葉の天神原式としては明らかに古く、

縄文晩期中葉頃の値となっている。胴部外面に薄く付着した炭化物で、 AMSによる酎℃がや

や高い値(-23.05土0.31 %0)を示しており、海洋リザーバー効果が影響している可能性がある。

＜弥生時代後期から古墳時代前期（図6)> 
天王止式、屋敷式、明戸式、十王台式、白江式、塩釜式等に相当する土器から採取した試料

が測定された。大まかには土器編年と整合する傾向があるが、次の 3点は、推定よりかなり古

い値を示した。

No. 108（平成29年度測定YO8)とNo.109（平成29年度測定Y09)は、弥生後期前葉の天三止式

に属する同一個体土器の口縁部内面と胴部中位外面から各々採取されたが、やや年代差があ

り、 No.108が弥生中期中葉頃の値を示している。 No.108は口縁部内面にごく薄く付着してい

た炭化物で、採取時に胎土の混入が観察されていた。炭素含有率が8.80％とかなり低いため、

胎土由来の古い炭素が混入した可能性がある。

No. 135（平成29年度測定Y35)の年代値は、弥生後期後葉の朗戸式としてはやや古く、弥生中

期末葉の天神原式から後期前葉の天王止式頃の試料に近い。底部内面に薄く付着した炭化物

で、質葦分析計によるo13cが高い値(-23.5%o)を示している。AMSによる値はー24.97土0.25%0 

で、評価が難しいものの、海洋リザーバー効果が影響している可能性がある。

No. 102（平成29年度測定Y02)の年代値は、古墳前期の塩釜式としては明 らかに古く、弥生中

期頃に相当する。胴部最大径部分の外面に厚く付着した炭化物で、 AAA処理後の所見で土の混
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入が観察されたものの、炭素含有率は適正なため、土に含まれる炭素の影響をあま り考慮する

必要はない。 AMSによるo13cがかなり高い値(-21.81土0.32%0)を示しているため、海洋リザー

バー効果が影響している可能性がある。

その他に、炭素安定同位体比が高いものとして、 No.110（平成29年度測定YlO、天王山式）が

-20. 2%o、No.111（平成29年度測定Yll、天王山式）がー22.9%o、No.114（平成29年度測定Y14、

天王山式併行）が—23. 0%o、No.137（平成29年度測定 Y37、塩釜式）がー20.7%oとなっている。こ

れらについても海洋リザーバー効果の影響を受けている可能性があるが、他の同型式試料と比

較しても、年代測定値が明らかに古いわけではない。

(5)上器付着炭化物の年代測定に関わる課題

前節で概観したように、年代測定結果はおおむね土器編年の相対年代と整合するものとなっ

ている。従来の編年観と異なる可能性が指摘されたものとして、縄文時代早期末葉に位置づけ

られる大畑G式と日向前B式の試料群があり、これらについては今後年代測定と編年研究の両

面から検証が求められる。その他、土器型式の前後関係が年代値にあまり表れない時期なども

認められ、今後の課題は少なくない。

他方、従前の年代測定事例や編年研究成果に照らしてみた場合、妥当とは言いきれない値が

示された試料がある。これらについては、分析を進めていた5か年の間にも、関係者間で検討

が行われ、処理記録の再確認、一部試料の再処理、再測定、あるいは出土演跡の発掘調査・整

理作業担当者への聞き取りなどを行ってきた。前節で試料ごとに指摘したように、土器付着炭

化物の年代測定結果に影響する原因については、様々な可能性が指摘されてきている（註10、ll)o

以下、この点について事例を挙げながら整理する。

く土や胎土等に由来する年代の異なる炭素の影響＞

試料となる炭化物に土が付着して完全に除去できない場合や、採取時に土器の胎土まで削り

取ってしまう場合がある。採取者はそうならないように注意して作業を行うが、特に試料の量

が少ない場合には、状態があまり良くない箇所も使用せざるを得ず、結果的に士や胎土の混入

を防げないこともある。胎土については、上器の保存状態や色調によって、炭化物との区別が

難しい場合がある。炭化物は通常50％程度以上の炭素含有率を示すが、土や胎土が混入する

と、その分この値が低くなる。小林謙ー氏は、炭素含有率が10％以下となった試料の半数近く、

特に数％程度の試料は異常値、またはそれを疑わせるやや古い年代値を示すとしている（註!O)o

今回測定された試料では、縄文時代早期常世2式のNo.59（平成27年度測定No.59)、縄文時

代前期大木2b式の No.143（平成30年度測定No. 3)、弥生時代中期今和泉式の No.129（平成

29年度測定Y29)、弥生時代後期天王山式の No.108（平成29年度測定Y08)について、このこと

が指摘される。

ただし、 No.143は、 炭素含有率が17.2％となっており、経験的に年代値に大きく影響する

ほど低い値とは必ずしも思われず、他の原因が複合している可能性もある。
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く整理作業時に使用されたバインダー等に由来する炭素の影響＞

脆弱な状態の士器に対して、バインダー等の溶性アク リル樹脂を含浸あるいは塗布して補強

する場合がある。こういった保存処理により、試料にも由来の異なる炭素が含まれることにな

り、測定結果に影響を与える。アセトン等で除去することが推奨され、それにより妥当な年代

値が得られるとも指摘されるが（註10)、除去できていないと思われる場合もある。土器破片の接

合に用いる接着剤など、年代測定に影響を与える可能性のあるものが整理作業時に使用される

ことが少なくないため、試料採取の際にはそういった部位を避けるなどの注意が必要となる。

今回測定された試料では、縄文時代中期大木7a式の No.89（平成28年度測定No.29)につい

て、バインダーを使用した可能性があることが測定後に確認された。アセトンで処理したが、

残存していたと見られる。 5か年の間に扱った試料の多くは、かなり以前に発掘調査された遺

物であり、調査後現在に至るまでの経過を十分把握できているとは言えない。試料採取時にバ

インダーの使用が疑われ、測定候補から除外したものもある。

く海洋リザーバー効果＞

海洋には同年代の大気より年代の古い炭素が含まれるため、海産試料は実際より古い年代値

を示す。海生生物は平均400年古くなるとされるが、海域差があり、深層の海水が湧昇し非常

に古い値となる場合（北海道周辺など）もある。この海洋リザーバー効果は、 土器付着炭化物の

場合、内面に付着した食物のユゲや、外面の吹きこぼれ等に表れる可能性がある。食物は1種

類とは限らないため、土器付着炭化物の場合はさらに複雑となる。海洋リザーバー効果とその

補正方法などについては、中村俊夫氏による解説ほ12)がある。

今回の測定試和の中では、前項で縄文時代早期常世 1式併行の No.160（平成30年度測定

No.20)、縄文時代賄期大木4式のNo.60（平成27年度涸定No.60)、縄文時代晩期大洞BC式の

No. 152（平成30年度測定No.12)、弥生時代中期天神原式のNo.119（平成29年度測定Y19)、弥生

時代後期明戸式のNo.135（平成29年度測定Y35)、古墳時代前期塩釜式のNo.102（平成29年度

測定Y02)等について、この影響を指摘した。その根拠として、 AMSによるぶ兌と安定同位体

比測定用の質董分析計による 613Cの両方を参考にしている。この点に関して以下に整理する。

土器から採取された試料は、アセ トン処理及びAAA処理を施した後、 2つに分け、一方を

AMSによる年代測定に、もう一方を質量分析計による安定同位体比測定に供する。これらは基

本的には同一の試料だが、固体の状態で分けること と、試葬量に限りがあるこ となどから、両

者が完全には均ーでない可能性もある。

他方、 AMSによる o 13cについては、その試料処理、測定過程において同位体分別が起きる

と考えられている（註13)ため、あまり正確ではなく、安定同位体比測定用の質量分析計による値

の方が正確とされる。このことから、試料の炭素安定同位体比を議論する際には通常後者を用

い、本稿でもそちらを重視している。 しかし、今回測定されたNo.102とNo.119は、質量分析

計による 813Cはあまり高くないが、 AMSによる値が高く、年代値が土器型式から想定される

値よりも古いため、海洋リザーバー効果が影響している可能性を指摘しておく。
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＜淡水リザーバー効果＞

琵琶湖周辺の遺跡出士選物や現生の試料の検討に基づき、琵琶湖で生育した貝類等の生物

や、それらを調理して残った上器内面付着炭化物について、本来より古い年代値が測定される

淡水リザーバー効果が指摘されている（註11• 14)。古い泥炭層、石灰岩由来の古い炭素を含む地下

水の流入等が原因として考えられている。

今回測定された試料の中にこれに該当するものは指摘できない。

なお、前項で指摘したように縄文時代中期の試料に年代値がやや古くなるものが目立ったた

め、淡水リザーバー効果の影響を念頭に、法正尻遺跡や猪苗代湖周辺の地質について検討を試

みたが、今のところ淡水リザーバー効臭に関係する集水域での石灰岩の分布といった事実は確

認されない。

く古木効果＞

土器を用いて加熱調理する場合、木材等を燃料材とすることが考えられる。太材には年輪ご

とにそれが形成された時期の炭素が含まれるため、これを燃やして付着したススにも木が死ん

だ年代より古い炭素が含まれる可能性がある。このため、土器の外面に付看した炭化物には、

古木効果が表れる可能性がある。

今回測定された中で、特定の試料について指摘することは難しいが、この影響が表れている

可能性は否定できない。

くその他＞

低湿地浬跡から出土する土器付着炭化物について、内面付着物に十分炭化していない部分が

あり、その状態で埋没すると、外面のスス等に比べて続成作用の影響を受けやすくなるため、

年代値が本来より古くなる可能性が指摘されている（註11• 15 ・ 16)。検証が難しいこともあ り、 今

回測定された中でこれに関連する試料は指摘できないが、一般的に長期間土中に埋没していた

試料を扱う以上、続成作用の問題には注意する必要がある。

また、試料の付着状況や形状、色調等が通常の付着炭化物と異なる場合にも注意を要する。

平成29年度採取No.32（鬼渡A造跡出士、弥生時代前期御代田式）は、胴部外面の沈線と縄文の

部分に付着物があり、測定を行ったところ、 土器型式より明らかに新しい中世から近世頃の年

代値を示した。このため、記録を検証したところ、採取時の段階では沈線部分の付着物が黒色

の薄片状を呈していたこと、さらにAAA処理後には、 その色調が褐色となっていたことが確認

された。試料を採取した土器を再度観察したが、同様の付着物はすでに残存しておらず、測定

された付看物が何だったのか、詳細は不明である。しかし、 付看状況や色調が通常の付看炭化

物とは異なり、年代値も土器の型式と全く合わないことから、この測定結果は不採用とし、代

わりに別の試料を測定した。こういった場合、試料が何に由来するものかに注意して扱い、少

なくともその状態の記録を残し、検証に備えるのが望ましい。

以上、年代測定結果に影響を与える問題や注意点について整理した。上述のよ うに、現時点

で年代値がやや古く示されながら、 その原因を明確に指摘できない試料が主に縄文時代中期に

見られる。今後、年代測定に関わる問題をさらに検討するとともに、類例を蓄積して、各土器
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型式の年代を明らかにする必要がある。

(6)炭素・窒素安定同位体比及び総炭素・窒素量測定の結果と考察

160点の試料について、炭素安定同位体比、窒素安定同位体比、 C/N比に着目して食物のデー

タと比較したグラフを図7、8に示した。縄文時代と弥生時代の試料を異なる記号で表示して

いる。それによると、炭素の安定同位体比は、多くがー28~-25%0程度で、 C3植物やそれを

食べる哺乳類の範囲に含まれるが、それより高いものも少数見られる。窒素安定同位体比は、

2 ~ 13%0程度でC3植物の範囲から、それより明らかに高い範囲まで広く分布する。 C/N比は、

6 ~160程度まで非常に幅広いが、多くはC3植物及び哺乳類の範囲(7~ 20)（註17)からC3植

物の堅果類の範匪(30~50)（註17)までの間に位置する。それより明らかに高い試料群の中には、

窒素含有量が少ないために測定時に適正な出力が得られなかったものも比較的多く含まれる。

次に、炭素安定同位体比が比較的高い試料について特に検討する。図7においてC3植物

の813Cの上限はー23.8%0、C3植物を食べる哺乳類の o13cの上限は一23.6%0となっている（註

18)。そこで、 613Cがー23.6%0より高い試料に看目すると、縄文時代ではNo.60（平成27年度測

定No.60、本町西A違跡、大木4式）が一21.7%o、No.151（立成30年度測定No.11、大村新田遵跡、

稲荷台式）が一20.5%o、No.152（平成30年度測定No.12、田子平造跡、大洞BC式）が一20.7%o、

No. 160（平成30年度測定No.20、田子平遺跡、常世1式併行）が一23.4%o、弥生時代ではNo.110 

（平成29年度測定YlO、和泉浬跡、天王に式）が一20.2%o、No.111（平成29年度測定Yll、和泉

遺跡、天王山式）が一22.9%o、No.114（平成29年度測定Y14、塩喰岩陰遺跡、天王山式併行）が

-23. 0%o、No.135（平成29年度測定Y35,赤坂裏A遺跡、明戸式併行）が一23.5%o、No.137（平成

29年度測定Y37、和泉遺跡、塩釜式）がー20.7%oとなっている。

ここに挙げた試料は、縄文時代の試料121点（器壁内から採取された炭化種子など2点を除

外）のうち4点(3.3%）、弥生時代から古墳時代前期の試料37点のうち 5点(13.5%）となって

おり、縄文時代に比べて弥生時代から古墳時代前期に多い傾向があり、特に弥生時代後期から

古墳時代前期のものが目に付く。これらの試料は、今回の測定試料の中で海洋由来の炭素が含

まれる可能性が比較的高いと考えられる。

また、窒素安定同位体比の値がかなり幅広いことについて検討する。 C3植物やそれを食べ

る哺乳類の範囲より高いものには、海産物などが含まれる可能性もあるが、それらのうち炭素

安定同位体比がC3植物やそれを食べる哺乳類よ り閾いものは少ないことから、多くの試料に

ついては海洋由来炭素の影響を考えにくい。他の要因として、窒素の安定同位体比は食物連鎖

の上位ほど高くなることを考慮する必要がある（註19)。ただし、この場合、 肉食や雑食の哺乳類

を食料にしたことになるため、これもどこまで実態に即しているか、慎重に考える必要がある。

国立歴史民俗博物館は、縄文時代から古墳時代の多数の上器付着炭化物試料の炭素・窒素安定

同位体比、 C/N比を報告している。地域別に食物や燃料材などの起源物質が坂本稔氏によ り検

討されているが（註20)、そこで取り上げられた炭素・窒素安定同位体比の測定結果の中にも、今

回の福島県内試料と似た傾向が認められる。土器付着炭化物の測定ではこういった傾向がかな
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り見られるようである。

このような食物の種類等による違いとは別に、食物の炭化や埋没後の続成作用にも着目する

必要がある。吉田邦夫氏は、食物が炭化する前後での炭素・窒素安定同位体比の変勤を調査し、

炭素の変励は小さいが、窒素の同位体比は、ほとんどの試料で高くなり、その変凱もかなり大

きい場合がある（アズキ、エゴマは4%o以上高くなった）ことを報告しているほ17)。また、宮田

佳樹氏ほかほ±21)は、滋賀県竜ケ崎A遺跡出土土器付着炭化物（キビに同定された）を検討する中

で、低湿地遺跡においては、嫌気的な環境によって食料残滓等の有機物が残りやすい反面、嫌

気的な環境を好む脱窒菌などの働きによって、軽い窒素同位体が気体として脱ガスし、残った

土器付着炭化物の窒素同位体比が島くなる可能性を指摘している。生物地球化学においては、

有機物が分解される過程での炭素の同位体分別は小さい（ぷ℃で 1%o程度）のに対し、窒素で

は硝化、脱窒といった過程で同位体比が大きく変勁する（脱窒では 8喰で30%0にも及ぶ） と説

明されている（註22)。土器付着炭化物の炭化や埋没中の変化については、検討事例が少ないため、

今後の課題となるが、特に窒素同位体比については注意して扱う必要があると考えられる。

以上、分析結果の全体的な傾向と、その解釈における課題について整理した。現状では、C
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図7 炭素・窒素安定同位体比グラフ（参考） （平成26~ 30年度試料）

散布図上に表示した枠は、食料資源の同位体比の分布範囲を示す。 Yonedaet aL 2004に基づき作成した。

・▲は測定試料で、●が縄文時代、 ▲が弥生時代から古墳時代前期に属する。
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図8 炭素安定同位休比 •C/N 比グラフ（参考） （平成 26~ 30年度測定試料）

グラフのC/N比はモルll:.,・▲は浄J定試料で、●が縄文埒代、 ▲が弥生峙代から古坦蒋代前財に屈する。そ

の他は現生固瓶物の炭化試料。現生動栢物試料のデータは吉田2006による。また吉田 2006、回木田ほか2010

を参考に食料姿源の大別を示した。◇はC3栢物の竪果類等、 0は堅果頭以外のC3栢物、＋はC3栢物を食ぺ

る哺乳類、口はサケ、△はC4栢物．

なお、吉田 2006によると、 C3栢物の竪果類等（梢j定データはトチ、同け灰｝、ミスナラ、ドンダリ、同

（粉）、カチダリ、ヤマユリ、ジャガイモ、以下他の食料姿源も同様に示す）のC/N比は30~50、他のC3

栢物（エゴマ、アスキ、サトイモ、ヤマイモ、ナガイモ、ノビル、マムシダサ、クワイ）及び哺乳類（タヌキ、

クマ）は7~20、C4栢物（アワ）も竪果類以外のC3栢物と同程度とされる。また、サケは海産魚類の範囲に

屈するものとして示されている。
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3植物やそれを食べる哺乳類に由来する試料が多いことと、海洋由来炭素を含む可能性のある

試料は弥生時代後期から古墳時代前期に比較的多いことを指摘できる。

なお、今回分析対象となったのは、上器付着炭化物だが、食品と考えられるクッキー状炭化

物についても同様の分析が行われ、同選跡の土器付着炭化物とは主要な食材が異なることが指

摘された事例（註23)もあり、注目される。 （（樹加速器分析研究所）

4 測定結果のまとめ

(1)土器型式と測定値の成果と課題

5か年にわたり実施した放鮒性炭素年代測定分析結果と福島県内の士器型式編年が、概ね整

合的であることがわかってきた。

測定に供した試料は、原則として土器型式が明確な土器付着炭化物である。しかし、この条

件をクリアする土器資料を探し出すことは、多くの土器を保管するまほろんにおいても想定以

上に困難であった。また、付着炭化物があったとしても、微葦のものや脆いものが多かった。

それは、土器付着炭化物自体が、土器の内容物や用途に起因しているからであると推測される。

縄文時代早期前葉の薄手無文土器の暦年代値が得られたことは重要である。薄手無文土器と

他型式の土器群の共伴事例は少なかったので、年代測定による位置付けを示すことができた意

義は大きい。さらに、県内において分析データが少なかった縄文時代早期中葉の土器群の測定

値の増加にも寄与できた。また、早期後葉の茅山上層式併行期から前期初頭の花積下層式にか

けての土器群は、多くの資料を分析に供し、末確定な土器編年を整備する一定の成果を上げた

と考えられる。特に暦年代値から見た大畑G式と日向前B式の編年観は今後の課題であり、 こ

れまでの諭争の解決に示唆を与えるものとなった。

縄文時代前期は、羽状縄文土器群の成立期の年代値を把握する目的で、前期前葉の士器16

点ほどの試料を分析した。前期初頭期の土器群と花積下眉式の土器群では、それぞれまとまり

のある年代値を得られている。前期後葉から末葉には、大木5式併行期、大木6式期の土器群

の暦年代値が得られ、前期の終わりのおおよその年代が把握できた。

縄文時代中期においては、前後の上器型式の年代値が相互に重なる土器群が多く、平坦とな

る較正曲線だけの影響なのかどうかは、考古学的所見との詳細な比較検討が必要である。また、

北陸地方の馬高式の年代値とのクロスチェックも必要となる。

縄文時代晩期では、分析試和点数は少ないが、 士器型式と整合的な暦年代値を計測できた。

ただし、縄文時代晩期後葉の大洞A式から弥生時代前期の御代田式の較正曲線は、平坦となっ

て確率分布が分散してしまうため、縄文時代中期中葉と同様に、考古学的所見との比較検討が

必要である。

弥生時代中期については、前葉の今和泉式、中葉の南御山 2式・ニツ釜式、 後葉の天神原式

を主に測定し、土器編年観と矛盾しない結果が得られた。分析試料は、今和泉式は浜通り地方

の浬跡、南御山 2式は会津地方の還跡にまとまってしまった。今後は、地域が異なる同時期の

試料の分析のデータの蓄積が望ま しい。
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弥生時代後期の天王山式前後の試料は、 6点測定した。従来の土器編年と暦年代値は概ね整

合的である。弥生時代から古墳時代への転換点の時期の土器群である屋敷式や明戸式の暦年代

値が得られ、北陸地方の月影式や関東地方の噂式・十三台式などとの比較検討が可能となった。

古墳時代前期初頭の白江式は、弥生時代終末の屋敷式・明戸式と古墳時代前期の塩釜式をつ

なぐ暦年代値となった。この時期の暦年代値のデータは少なく、今後の蓄積が必要であろう。

炭素・窒素安定同位体比分析の研究では、土器付着炭化物のコゲである植物残滓の研究のみ

でなく、同種の魚類・哺乳類の炭素・窒素安定同位体比が異なることも示唆され、生息域や地

域によって、 o15Nに差があることが確認されている（註24)。地域的・地方的な基礎データが蓄

積されれば、当時の漁労域や狩猟域にも言及できる可能性を有している。炭素・窒素安定同位

体比の研究は緒についたばかりであり、今後の研究の進展に期する部分が大きい。

(2)暦年代値からみる縄文時代・弥生時代の画期

以下には、分析を行った土器型式の較正年代の一部を記載する。利用した較正年代は 2標準

偏差(2a= 95. 4%）中の最も確率の高い数値を抽出した。

縄文時代早期前葉の薄手無文土器(No.21 岩下向A演跡8861-8702cal BC) (No.24 乱塔前

選跡8842-8636cal BC)、稲荷台式(No.151大村新田選跡8616-8429cal BC)の暦年代値が今

から 1万年を超えることが明らかとなった。

大畑G式土器(No.1 上田郷VI演跡 5318 -5210cal BC) (No. 2 上田郷VI瑣跡5302-5201cal 

BC) (No.42仁井殿進跡5229-5044cal BC)を縄文時代早期末葉とし、羽状縄文土器群の成立を

もって縄文時代前期とすると、前期初頭期の土器群は(No.5 上田郷VI選跡5304-5203cal BC) 

(No. 8 上田郷遺跡5301-5199cal BC) (No. 9 上田郷VI遺跡5220-5034cal BC)を測り、 5300

-5000cal BC頃が早期と前期の境とすることができる。

大木 6式前半期の年代値は(No.90鹿島選跡3596-3527cal BC) (No.91 鹿島造跡3712-

3638cal BC)を測る。中期前葉大木 7a式土器の年代値は(No.71 法正尻遺跡3245-3101cal 

BC) (No. 72法正尻造跡3241-3103cal BC) (No. 73法正尻遺跡3241-3103calBC) (No.74法正

尻選跡3240-3104cal BC)を測る。これらの値から3527-3245cal BCの間に、前期と中期の

境を置くことができると推察できる。大木6式の後半期と大木7a式の古段階の分析事例が増

加することによって、前期と中期の境界は、より限定できるようになろう。

大木10式後半期の土器群(No.156 北向選跡2621-2476cal BC) (No.159 北向造跡2628

2477cal BC)、後期初頭期の土器群(No.155上ノ台A造跡2493-2342cal BC)の暦年代値が得ら

れ、中期と後期の境は、おおよそ2450calBC頃と推察できる。

晩期前葉の大洞B2式(No.148羽白C遺跡1301-1127 cal BC)、大洞BC式(No.152 田子平

遺跡1321-1214cal BC)の暦年代値が得られた。後期末葉の上器群との暦年代値の検討が必要

であるが、おおよそ1300calBC頃が晩期のはじまりと想定される。

縄文時代晩期終末の大洞A'式(No.140羽白C演跡405-357 cal BC)と今和泉式(No.122角

間遺跡309-209cal BC)の暦年代値から、福島県における縄文時代の終焉と弥生時代の幕開け
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は、 405-209cal BC間と推察できる。しかし、現段階では資料数が少なく、信頼できる十分

な測定値の増加を待つ必要性がある。

弥生時代終末の屋敷式(No.136屋敷遺跡74-2lcalAD)、屋敷式併行期(No.104桜町遺跡85

-228cal AD)、明戸式(No.112台ノ前遺跡38-75cal AD)、明戸式併行期(No.121 君ヶ沢B遺

跡61-132calAD) (No.149赤沢A遺跡60-1 72cal AD)、古墳時代初頭の白江式(No.103桜町

選跡78-219cal AD)、古墳時代前期の塩釜式(No.101屋敷遺跡78-219cal AD) (No.137和泉

選跡239-352cal AD)の測定値から、 38-219cal ADが弥生時代の終末から古墳時代に転換す

る年代値となる。

これらの年代値は、あくまで今回の測定結果をもとに推測したものであり、土器型式の存続

した時間の一部分を表したものに過ぎない。緻密な暦年代値の蓄積により、今後も見直しと修

正が必要となるものである。

(3)分析研究の意義

まほろんの収蔵資料を活用して、 160点の分析を行った。これだけの数の資料に較正年代を

算出して暦年代値を与え、福島県内における縄文時代早期前葉から古墳時代前期にかけての測

定値を蓄積できた意義は大きい。土器型式の編年観や時間幅の検討にも提供できるデータが集

積できた。

これまでの縄文土器と弥生土器の編年研究は、型式学的研究法と層位学的研究法によ り、相

対的な新旧関係を把握することを可能にしてきた。これらの研究に、さらに暦年代値を加える

ことにより、縄文時代や弥生時代を世界史の中に位置づけることが出来るものとなる。例えば、

沼沢火止の噴火年代の把握や、弥生時代における東アジアとの関連性を推察する研究にも資す

るであろう。科学的な分析と考古学的な研究が補完し合うことにより、これまで語られなかっ

た歴史が明瞭に見えてくるものと期待する。

本報告では土器編年と一致する測定値の試料のみでなく、妥当ではない測定値が得られた試

料についてもすべて公表し、出来る限り原因を究明しようとした。コンタミネーション（胎士

や有機溶剤の混入）が疑われる測定値から得られた結果については、今後の分析研究の比較材

料とするべく検証を行った。問題点を明らかにし、その解消に努めることで、年代値を用いた

研究の客観性は一層保証されるものとなろう。

今後、科学技術を応用した理化学分析などの進展により、過去に収蔵された資料を改めて分

析する機会が増えることが想定される。以前に調査した資料の経過をフィードバックできるよ

うに、発掘調査報告書には使用した溶剤等も含めた記載を推奨する。

まほろんで5か年にわたり実施した放射性炭素年代測定及び炭素・窒素安定同位体比分析

は、一つの組織でこれだけの資粒数の測定分析は全国的に見ても例がなく、県内外の考古学研

究への利活用を望むものである。
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5 おわりに

多くの職員とともに、この 5か年にわたる研究をマネジメン トしてきた。現在では、異動し

たり退職した職員もいる。悩みながら試料の選出を行い、より良い分析・報告ができるように

話し合ったメンバーと素睛らしい時間を共有できたことに感謝申し上げる。

また、協力いただいた（掛加速器分析研究所の早瀬亮介氏をはじめとした職員の皆さんにも感

謝申し上げたい。

筆者の三浦は、唯一5か年間継続してこの事業を担当させていただいた。よって、この研究・

報告の責任の多くは、三浦が負うところが大きい。報告内容に誤りがあれば筆者の責任である。

また、報告内容の訂正や新たな所見を追加する必要が生じた場合は、再度報告を担う任がある

と考えている。

縄文時代早期から古墳時代前期の土器160点の年代測定及び炭素・窒素安定同位体比分析

を、これだけ悉皆的に県内で行ったのは初めてである。また、測定資料と測定結果を余すとこ

ろなく公表し、試料をフィードバックして検証できるように報告してきた。さらに、本報告で

は分析値の不整合や分析試料の問題点なども詳らかにした。

今後、この 5か年の報告が、県内外の研究者の基礎資料として活用いただけることを望む。

測定結果のみならず、分析上の課題も踏まえ研究が新たに展開されていけば、 本報告の目的は

達成されたことになる。 （三浦）
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るAMS年代測定結果の集成」 『福島県文化財センター白河館研究紀要2014』 福島県文化財セ

ンター白河館

（註2) 日本考古学協会2005年度福島大会実行委員会 2005 「複式炉の年代」 『日本考古学協会2005年
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ンター白河館
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-37-



まほろん収蔵姿料の放射性炭素年代測定及び

炭素・窒素安定同位体比分析の5か年の総括報告

（註 10) 小林謙ー 2004 「試料採取と前処理」 『季刊考古学』 88
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歴史民俗博物館研究報告』137
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究」 『名古屋大学加速器質呈分析計業績報告書』 xx
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48 (5) 
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風館
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表 l 土器付着炭化物試料採取記録表【測定試料】 (1) 

一溝贔に四1四閾I三 mlmlml疇疇ii四 Im|蜃 |I嗜岬町霞 I町 疇 躙 00 

No 1 平(2成0142)6 No I No 1 土炭器化付物着 ◎（塊状） 38 92 上田次郷）VI 第包含2遺層物 Lilla 戸面同部中位外□外囲同部面に厚中の位比く付較～着的下。位広舵 深鉢 六畑G式 常跡磐謁自査歎報車告道1遺8 図45-1 2015 1 15 #7138-1 IMA-通体しNo1、2は同一個(1 143049 

No 2 平(2成0126 No 2 No 2 土炭器化付物洛戸少量（塊混状入、）胎土 121 48 上田次郷）VI 第包含2遺層物 Lma ［面同部下位外門外囲同部面に厚中の位比く付較～着的下。位広錠 深鉢 伏畑G式 常跡磐詞自査歎報車告道1遺8 図45-1 2015 1 15 #7138-2 
IMA-通しNo1、2は同一個

4) (1 143050 体

No 3 平(2成0126 No 3 No 3 土炭器化付物培 入0）（粉状、土混 9 55 上田次郷）VI 第包含2遺層物 L皿a部節めロ（いた縁上●く）位部かつら外～か案胴面の
悶等に薄言く温付着嬰。声 深鉢 因併日行G式 常跡磐蒻自査動報車告道1遺8 函46-2 2015.1 15 #7138-3 

IMA-
4) (1 143051 

No 4 平(2成0126 No 4 No 5 土炭器化：付物培囮）（塊状） 44 00 上田次郷）VI 第包含2遺層物 LR  底部内面 匠溶。部内面に厚く付 深底鉢部（）尖
縄文条痕 常跡磐詞自査罰報車告道2遺2 図35-132015 1 15 #7138-4 

IMA-
4) (2 文土器 143052 

No 5 平(2成0126 No 5 No 6 土炭器化付物培曰量混（粉入状）、土少 22 53 上田次郷）VI 第包含2遭層物 L⑨ 戸下同位部外中位面～ 
閂に薄璽悶く付ぶ培喜。ふ月 深鉢 縄初文頭前期期 常跡磐詞自査勁報車告道2遍2 図36-112015 I 15 #7138-5 

IMA-
4) (2 143053 

No 6 平(2成0126 No 6 No 7 土炭器化付物渚囮（粉状） 36 34 上田次郷）VI 第包含2遺層物 L⑨ 胴部外面 □付同着部。外面の一部に 深鉢r（撚：糸言文） 常跡磐詞自査勤報車告道2遺2 図37-202015 I 15 U7138-6 IA紐—4) (2 143054 

No 7 平(2成0126 No 7 No 8 土炭器化付物着 0（粉状） 19 40 上田次郷）VI 第包含2遺層物噂戸面同部下位内胴い範部囲下位に付内浩面◇の狭 深鉢 縄（撚文文糸土条器文痕） 常跡磐詞自査励報車告道2遭2 図42-1 2015 I 15 #7138-7 IMA-4) (2 143055 

39 

No 8 平(2成0126 No 8 No 9 土炭器化付物培 量0混（粉入状）、土少 38 70 上田次郷）VI 第包含2遺層物 Lma ロ縁部外面品縁く付部培外。面一部に 深鉢 縄初文頭前期期 常跡磐謁自査勁報車告道1遺8 未掲載 2015 I 15 #7138-8 
IAAA-通しNo8、9は同一個

4) (1 143056 体

No 9 平(2成0126 No 9 No 10 土炭器化付物着長響間 26 55 上(田1次郷）VI 第包含2遺層物 Lma 胴部内面 戸薄同く部付内魯面の一部に 深鉢 縄初文頭前期期 常跡磐詞自査動報車告道1遁8 未掲載 2015 1 15 U7138-9 IMA-通体しNo8、9は同一個4) 143057 

No 10 平(2成0126 No 10 No 12 土炭器化付物渚 量0混（粉入状）、土ヰ 20 80 羽(白1D 含遺物層包 LIV ロ縁部外面薄ロ縁く付部芍外面一部に 深鉢 花積式下層 真発野掘ダ蒻ム査関報連告遺X跡 図57-122015 I 23 #7139-1 
IMA-

4) 次） 143058 

No II 平(2成0126 No 11 No.14 土炭器化付物培 胎入△）土（粉中状量、混土、 15 II 羽(白1D 含遺物層包 LIV ロ縁部外面 薄ロ縁く付部着外。面一部に 深鉢 花積式下暦 真発野掘ダ罪ム査問報連告遺X跡 図57-322015 I 23 U7139-2 IMA-4) 次） 143059 

No 12 平(2成0126 No 12 No.15 土炭器化付物培 少量△自量体が（粉少混は状な入良、いい、胎炭） が士 8 05 羽(白1D 含遺物層包 L皿
閂む） 晶 鱈部に薄宣く付賢渚。｛竺 深鉢 花積式下層真発野掘ダ詣ム査関報連告遺X跡 図62-182015 I 23 #7139-3 

IMA-
4) 次） 下部 143060 

No 13 平(2成0126 No 13 No.17 土炭器化付物着 △一中呈明良部盈混るくoなr＜粒入、x炭い石状、（）自粉吾色、体少状がナ、9 05 羽(白1c 居10跡1号住Lfilb ロ縁部外面 薄ロ緑く付部着外。面一部に 深鉢 花積式下層 真発野掘ダ顆ム査関報連告遺X跡 図310-12015 I 23 U7139-4 IAAA-4) 次） (2ヶ所） II 143061 

平(2成0126 土炭器化付物着 △中量（粉混状入、）胎土 68坑 号土 戸面同部中位外戸部同部に薄中位く付外培面。一 日向式前B 水国利営請事査戸業毅川遺告農跡菜詢 IAAA-採通—麻し取(NN*oo .14、~152(平0)成は同26 No.14 4) No.14 
No 18 42.22 中平 深鉢 図77-892015.1 23 #7140-1 

143062 
.18 

平(2成0126 土炭器化付物溶 △土少（微最粉混末入状）、
68号土

胴部内面 □＜同均部ー内に面付一溶部。に薄 日向式前B 水国利営請事査戸業報川遺告農跡業詞 体図載（同の破77一未片-個8掲） 9 IMA-採通一個し取体NNoo .14、152（平0)成は26 No.15 4) No.15 
No 20 26 50 中平

坑
深鉢 2015.1.23 #7140-2 

143063 
18～ 同

No 16 平(2成0142)6 No 16 No 22 土炭器化付物着ドなく（粉状状態、良混い入） 19 50 西田 H 跡9号住居 n2•3 門面同部下位内日く同付部溶下。位一部に厚 深鉢 北前式 こ掘まち調ダ査ム報遺告跡3発 図37-1 2015 I 23 U7141-l 
IMA-
143064 

平(2成0126 土炭器化付物溶
◎（粒～粉状、

跡8号住居 戸面同部中位内戸状同部に厚下位く付内着面。に環 茅式山併上行暦 こ掘まち詞ダ査ム報遺告跡3発 IMA-
No 17 4) No 17 No 23 胎入）土少量混 96 61 西田H 床面 深鉢 図35-1 2015 I 23 #7141-2 143065 
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釦土器菖冨屋器取記録昂 【測定試非.] (2) 
口紐国饂瓢園 躙輝鵬5i攣口9m 口麗霊暉臨瓢置謳置n攣 ら右ょヤ鵬ー 薗 騎！ 匹
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No 18 平(2成0142)6 No 18 No 24 土炭器化付物着 量△混（粉入状）、土ヰ 9 86 中ノ沢A跡4号住居面1休0、1P贔同部中位外［部同部亨に薄中位くい付^外沿面接 深鉢 日向式前、B 東車北道横遺告跡断4道翡査自歎報 図10-2 2015 1 23 U7142-l 1IMA4306-6 

No 19 平(2成0126 No 19 No 25 土炭器化付物浩△土少（粒量～混粉入状）、10 72 中ノ沢A
87号土

lb 16 ロ縁部外面 薄ロ縁く付部着外。面一部に 深鉢 茅山式下層 東車北道横遺告跡断4道詞査自動報 図60-182015 I 23 #7142-2 
IMA-個通し体No 19、20は同一

4) 坑 143067 

平(2成0126 土炭器化付物着 ◎極少（塊量状混、入胎）土 8坑7号土 「面同部(1上位内9り0讐◇戸 茅山式下層 東車道北横遺告跡断4道詞自懃 IMA-通しNo19、20は同一
No 20 4) No 20 

No 26 72 64 中ノ沢A a 16 
か所）

深鉢 査報 図60-182015 1.23 U7142-3 
143068 個体。

No 21 平(2成0127 No 21 No 28 土炭器化付物着 量0混（粉入状）、土少 17 78 岩下向A含遺物層包 LV 胴部内面 日薄同く部付内着面。一部にに 深鉢
薄手無文

真発野掘ダ詞ム査関報連告遺X跡 図33-9 2015 7 17 U7484-J 
IMA-

5) 上部 土器 150740 

No 22 平(2成0127 No 22 No.29 土炭器化付物渚ド状態（粒良～）粉状、 21 40 沢目木 包1号含遺層物Lila 
闘内響面贔戸くを付採着取詈。。その雷一翡部 深鉢 大6木式4~ こま掘ち調ダ査ム報遺告跡1発 図22-142015 7 17 U7484-2 

IMA-
追加採取可能5) LI!b 150741 

No 23 平(2成0127 No 23 No 30 土炭器化付物渚 0（微粉末状） 1115 西田 H 跡7号住居 91 胴部内面 口く同付部着内。面一部に潤 深鉢 常世 1式 こ振まち謁ダ査ム報遺告跡3発 図33-112015 7 17 #7484-3 
IMA-

5) 150742 

No 24 平(2成0127 No 24 No 31 土炭器化付物溶 △土少-（量粉混状入、胎） 6 90 乱塔前 遺含物暦包 Lma 胴部内面 胴く付部箸内。面一部に洞 深鉢 薄手土器無文 常跡磐詞自査駁報車告道4遺4 図27-3 2015 7 17 #7484-4 
IMA-

5) 150743 

No 25 平(2成0127 No 25 No 33 土炭器化付物培 胎◎入）土（粒少～最粉混状、 18 67 馬場平B遺構外 L皿 胴部内面 ;禾同［部取Tっ内面一祠部望に厚 深鉢 田戸式下暦 車東道北遺横跡2断詞0道査自報動告 図83-382015 7 17 U7484-5 IMA-5) 150744 

No 26 平(2成0152)7 No 26 No 35 土炭器化付物着 入0良）、（粉土状少、量状混能 10 40 前原A 含遺物層包
LIV 
胴部外面 日く同付部培外◇面一部に簿 深鉢 田戸式下層

ぶ造発国国跡営営事発総閤総業掘合合矢，8 詢霜農毘吹査地鰍地畠9罪開開F 

図包42- 2015 7 17 #7484-6 
IMA-

下部 138 150745 

No 27 平(2成0152)7 No 27 No 37 土炭器化付物着 最0混（粉入状）、土中 22 87 前原A 含遺物屑包
LIV 
胴部外面 戸く同付部培外っ面土一付部着につ簿 深鉢 田戸式下層

図55-
2015 7 17 U7484-7 

IMA-
下部 包518 150746 

No 28 平(2成0127 No 28 No 38 土炭器化付物浩△+（粉状） II 88 前原A 含遺物層包 Lil ロ縁部外面薄が取ロ近◇縁く付く部滋、外避面接け一て合部探部に 深鉢 田戸式下層 遺発国跡営事発総業掘合矢8祠農吹査地地報開区告
図64-

2015 7 17 U7484-8 
IMA-

5) 包797 150747 

平(2成0127 士炭（土中化器包種胎含子◎に片れ度る）は(（<種）晶9"子0と債霜見X程ら 含遺物層包 日面同部上位外器種れ時壁た子は可が閉内能包塞の含性穴、後あの、焼にり中。破成に こ掘まち謁ダ査ム報遺告跡3発 U7484-9 
IAAA-

No 29 5) No 29 No 43 12 22 西田 H LIV 深鉢 常世 l式 図139-202015 7 17 （代替） 1507替48） 
（代

No.30 平(2成0127 No 30 No 41 土炭器化付物渚 0良）（粉状、状態 12.20 西田 H 含遺物層包 LIV 胴部外面 日く同付部溶外。面一部に蒲 深鉢 常世 1式 こ掘まち詞ダ査ム報遺告跡3発 図139-52015.7 17 
#7484- IMA-

5) 10 150749 

No 31 平(2成0127 No 31 No 46 土炭器化付物渚 △土中-（量粉混状入、胎） 7 54 前原A 含遺物層包 LIV 戸面同部中位外閂付渚偲謡。喜但五＜ 深鉢 常世 1式遺発国跡営事発総棠掘合矢8詞農吹査地地毅開区告図包8123-49 2015 7 17 
#7484- IMA-

5) 下部 11 150750 

No 32 平(2成0127 No 32 No 47 土炭器化付物着 0（粉状、）胎土 10 06 北平 遺樗外 LV 冒上位外「部同部に薄上位く付外着面。一 深鉢 常世2式 事国営業杏会報関津連告震遺X：跡水IV利課l 図32-1 2015 7 17 
#7484- IAAA-通しNo32、59は同一

5) 少量混入 12 150751 破片

No 33 平(2成0127 No 33 No 49 土炭器化付物着 炭平△中化滑最（光面物混沢を入、の胎持）あ土つる II 40 堂田A 含遺物層包 LIV 胴部外面
悶近く□、避け喜て探取翌。 深鉢 槻野木島式・ こ掘まち謁ダ査ム報遺告跡3発 図47-122015 7 17 #7484- IMA-5) 1式 13 150752 
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表1 土器付着炭化物試料採取記録表【測定試料】 (3) 

曝1---益|l | ＿_ |_  ＿ 4 |  一 O lm |国|瓢•I 鱚 1匹 I蜃！1町欝平り厘 I麟 l璽圃璽I匹 | 註． . 名 一

No 34 平(2成0127 No.34 No 50 土炭器化付物培胎炭―化土"-物少・量、.粉混状、 13 78 上田次郷）VI 第包含2遺層物 LI ロ縁部内面薄グ採ロ部縁く取付に◇部筍近内く面ネ、一避ー部けミンにて 深鉢 槻野木島式1式・ 常跡磐詞自査懃報車告道1遺8 図43-8 2015.7 17 
#7484- IMA-

5) (1 14 150753 
入）

No 35 平(2成0127 No 35 No 55 土炭器化：付物培 少0量（粉混状入、）胎土 13 87 西田 H 跡9号住居

ロ晶・
ロ縁部外面薄ロ縁く付部覆外面一部に 深鉢 茅山式下暦 こ掘まち調ダ査ム報遺告跡3発 図37-2 2015 7 17 

#7484- IMA-
5) 

Q 14• 15 150754 

農
L皿・
w 

No 36 平(2成0127 No 36 No 57 土炭器化付物培ド土中（粒量～混粉入状）、32 54 松(2ヶ次平）A 第包含1遺層物 L皿 ”面...t位外
戸付溶。宣エ 深鉢 北前/f-了式併真発野掘ダ謁ム査関報連告遺VI跡 図6-3 2015 7 17 #7484-

IMA-
5) 16 150755 

No 37 平(2成0127 No 37 No 58 土炭器化付物着 混色0入、（粉胎）状土、少黒量褪 16 12 西田 H 含遺物層包 LIVb 胴部外面 戸く同付部箸外◇面一部に蒲 深鉢 戸畑併行G式 こ掘まち調ダ査ム報遺告跡3発 図172-72015 7 17 
#7484- IMA-

5) 17 150756 

No 38 平(2成0127 No.38 No 60 土炭器化付物浩量△土混少-（量入粉）、状土、中胎 7.50 鴇(ヶ1館次跡） l暑閂 LIii ロ縁部外面付ロ縁渚。部土外付面培に。薄く 深鉢 日向式前B車東道北遺横跡2断祠1道査自報懃告 図21-102015 7 21 #7484- IMA-5) ; 下部 18 150757 

41 

No 39 平(2成0127 No 39 No 61 土炭器化：付物渚 量0混（粉入状）、土中 19 85 西田 H 含遺物層包 LNa 外ロ縁面部上位く一ロ付縁部培部の。沈上土線位付外内箸面に。薄 深鉢 日向式前Bこ掘まち詣ダ査ム報遺告跡3発 図177-12015 7 21 
#7484- IMA-

5) 19 150758 

No 40 平(2成0152)7 No.40 No 62 土炭器化付物渚 量△混（粉入状）、土ヰ 11.39 西田 H 含遺物層包 LNa ロ縁上位罰～胴

［渚。「より疇採取2土ゼ付
深鉢 日向式前Bこ掘まち詞ダ査ム報遺告跡3発 図177-22015.7 21 

#7484- IMA-
部 外面 20 150759 

No 41 平(2成0127 No 41 No 68 土炭器化付物溶 0（微粉末状） 13 95 西田 H 遺含物層包 L田 ロ縁部外面ごロく縁薄部く外付面培一。部に 深鉢 縄文文土条器痕 こ掘まち謁ダ査ム報達告跡3発 図167-J2015 7 21 
#7484- IMA-

5) 21 150760 

No 42 平(2成0127 No 42 No 69 土炭器化付物浩末最△状混or入X胎）（土微中粉 9 36 仁井殿 跡1号住居紐戸面同部下位内ぃく同、部避下け位喜て内採贔面取一。忍 深鉢 大併畑行G式 ま福南島道報空路告港遺•1跡あ7ぶ詞く査 図6-1 2015 7 21 #7484- IMA-5) 
1、L

22 150761 

Ilb 

No 43 平(2成0127 No.43 No 72a 土炭器化付物渚 △中量（粉混状入、）胎土 II 48 本町西A遺構外 Lil 
戸央）靡 伍避輝けて闘上採位取昌外。面迄一、 深鉢 槻野木島式］式・、 常跡磐詞自査勲報車告道3遺2 図39-5 2015 7.21 

#7484- IAAA-破通高し片さはNのoほ2.4ぼヶ3、同所4じ4よ。はり採同取一
5) 23 150762 

平(2成0127 土炭器化付物着 量0混（粉入状）、土少 胃）間J:]誓`「部同）部に。付上土位培付外（着薄面。く一な 槻野木島式］式・ 常跡磐詞自査勁報車告道3遺2 
#7484- IMA-通しNo43、44は同一

No 44 5) No 44 No、72b 17 30 本町西A遺樽外 Lil 深鉢 図39-5 2015 7 21 24 150763 破高片さはのほ2ぼヶ所同じよ。り採取3
し‘

No 45 平(2成0127 No 45 No 75 土炭器化付物培 少△量（粉混状入、）胎土 8 72 西田H 含遺物層包 表採戸面同部上位外戸に付贅隻謬五 深鉢 花積式下層 こ掘まち調ダ査ム報遺告跡3発 図180-62015 7 21 
#7484- IMA~ 

5) 25 150764 

No 46 平(2成0127 No 46 No 76 土炭器化付物箸 量0混（粉入状）、土少 13 40 西田 H 含遺物層包 L皿 ロ縁部外面薄ロ縁く付部葛外面土一付部渚に◇ 深鉢 花積式下層 こ掘まち詞ダ査ム報遺告跡3発 図181-22015 7 21 
#7484- IMA-

5) 26 150765 

No 47 平(2成0127 No 47 No 80 土炭器化付物着 △（粉状、）胎土 8 45 西田 H 含遺物層包 LNa 「面同部下位内贔け疇て採塁下取位望。内面、◇一五 深鉢 大併木行1式 こ掘まち謁ダ査ム報遺告跡3発 図183-22015 7 21 #7484- IMA-5) 少量混入 27 150766 



|42ー

ー表旨孟直蘭蘊贔儡f采|ここ 【測定試非.] (4) 

ら右ょヤ鵬ー璽鱈i攣口9 EE〗口麗躙謂罠 鬱 E口 攣 匹

No 48 平(2成0152)7 No 48 No 81 土炭器化付物着 △土中-（量粉混状入、胎） 7.97 西田 H 含遺物層包 LNa ロ縁部外面縄くロ付縁文着部の。節外の面中一に部薄の 深鉢 大併木行1式 こま掘ち詞ダ壺ム報遺告跡3発 図 183-32015 7 21 
#7484- IMA-
28 150767 

No 49 平(2成0127 No 49 No 85 土炭器化付物浩胎入0）土（粒中～量粉混状、 14 95 荻平(3次 遺構外 LIi f ロ面同部下位内
箇`門認所より閤採取五勺

深鉢 花積式下層 跡阿発武掘隈詣東査道報路告瑣3 図70-3 2015 7 21 
#7484- IMA-

5) 29 150768 

No 50 平(2成0152)7 No 50 No 87 土炭器化付物着口量混（粉入状）、土少 19 78 荻平(3次 遺情外 Lil f ロ縁部外面付土ロ縁培付部着（薄。外く面な一い部）。に 深鉢 花積式下層 跡阿発武掘隈詞東査道報路告遺3 図72-202015 7.21 
#7484- IAAA-
30 150769 

No 51 平(2成0127 No 51 No 88 土炭器化付物渚 量0混（粉入状）、土中 14 50 荻平(3次 遺構外 LIi f ロ縁部外面付土ロ縁着｛寸部溶（薄^外く面な一い部）。に 深鉢 花積式下暦 跡阿発武掘隈謁東査道報路告遁3 図72-252015 7 21 
#7484- IMA-

5) 31 150770 

No 52 平(2成0127 No 52 No 90 土炭器化付物渚 △土中-（量粉混状入、胎） 12 55 荻平(3次 遺構外 LII f ロ縁部外面薄ロ縁く付部贅外面一部に 深鉢 花積式下層 跡阿発武掘隈謁東査道報路告遺3 図73-10 2015 8.3 
#7484- IMA-

5) 32 150771 

No 53 平(2成0127 No 53 No,91 土炭器化付物着 △土中-（量粉混状入、胎） II 40 荻平(3次 遺構外 Lil f ロ縁部外面 薄ロ縁く付部着外。面一部に 深鉢 花積式下層 跡阿発武掘隈謁東査道報路告遺3 図73-11 2015 8 3 
U7484- IAAA-

5) 33 150772 

平(2成0127 
腐包贔含誓）声

痴子内(1居15跡5号住 胴部中位内

戸包翌含さ謬れる喧状能姦◇ 
大木併行1式摺掘上調川査ダム報遺告跡II発 #7484-

IMA-
No 54 5) No 54 

No.105 0（塊状） 10 53 
次）

Jl3 
面

深鉢 図38-5 2015 9 25 
34（代替 1（5代07替73） 

No 55 平(2成0127 No 55 No 93 土炭器化付物浩少混0量入（粉）、状土、少胎量土 21 00 荻平(3次 遺構外 LIi f ロ縁部外面付士ロ縁着付部溶（薄^外く面な一い部）。に 深鉢 花積式下暦 跡阿発武掘隈詞東査道報路告遺3 図74-2 2015 8 3 
#7484- IMA-

5) 35 150774 

No 56 平(2成0152)7 No 56 No 95 土炭器化付物着 量0混（粉入状）、土少 20 03 荻平(3次 遺構外 LII f ロ縁部外面 'のロ薄文縁く様な部い外の）中面。土に一付付部着浩 深鉢 花積式下層 跡阿発武掘隈鯛東査道報路告遺3 図74-22 2015 8 3 
#7484- IMA-通取取しNNoo No9105.5)36、は（平平同成成一22破77採片採
36 150775 

平(2成0127 土炭器化付物浩
閂入）言虐 獄i子次内）(2 居18跡2号住 腟＜付付部近渚内。面ネ一ー部ミンにク厚 大木併行1式摺掘上詞川査ダム報遺告跡W発 #7484-

IMA-
No 57 5) No 57 No.111 38 22 床面胴部内面 深鉢 図 15-1 2015 9 25 37（代替 1（5代07替76） 

平(2成0127 土炭器化付物溶戸入））～贔
痴子内(2遺含物層包 ロ縁上位部～胴胃nグ部、付チ亭祈ョー^ ク、接

大木併行1式摺掘上詞川査ダム報遺告跡w発 #7484-
IMA-

No 58 5) No 58 
No.114 34 79 

次）
L I 
部 内面

深鉢 図57-1 2015 9 25 
38（代替

150777 
（代替｝

No 59 平(2成0127 No 59 No.100 土炭器化付物着 少0量（粉混状入、）石膏 17 92 北平 遺構外 LV 戸面同部中位内饂取考部時えは中た位十胃の内面可餡一件 深鉢 常世2式 事国営業査会報関津連告農遺X跡水IV利詞 図32-1 2015 7 17 
#7484- IAAA-破通し片No 32、59は同一

5) 39 150778 

No 60 平(2成0127 No 60 No.101 土炭器化付物溶
髯入）雰江 18.30 本町西A遺構外 LI ロ縁部内面薄りロ採縁く付取部葛内面2一ヶ所部よに 深鉢 大木4式 常跡磐籾自査歎報車告道3遺2 図43-1 2015 7 21 

#7484- IMA-
平しNo成N.1o02.617)0探は（平取同成一N2o個7.7採(*3、取通5) 40 150779 

No 61 平(2成0128 No I No 1 土炭器化付物浩粉混状入、土中量 22 26 法正尻 跡1号住居 91 戸面同部中位内犀中号謁慧五 深鉢 大木式8a 東道北遺報横跡告発断掘自11懃顆車査 10図3 2016 7 12 #8100-1 !AAA-6) 160565 

No 62 平(2成0162)8 No.2 No 8 土炭器化付物着 状状態良い、粒 61.69 法正尻 居77跡号住 塁璽 ロ縁部内面世千縁く付部溶内。面一部に 深鉢 大木式8b 東道遺北報横跡告発断掘自11駐詢車査 173図1 2016.7 12 #8100-2 
IAAA-
160566 

平(2成0128 土炭器化付物着 状状色入綿態→～維粉除良い状、、粒白 居77跡号住 床面 厚維、採ロ緑く付ク取付に部溶笙近少内く面云白、一畜色チ部9繊9ョてに 大木式8b 東適北遁報横跡告発断自軌車 IAAA-
No 63 6) No 3 No 10 少量混

43 70 法正尻
直上 ロ縁部内面

深鉢 掘詞査 173図 3 2016 7 12 硲100-3
160567 

去
11 

No 64 平(2成0128 No 4 No.11 土炭器化付物培
状状膏少態量～、白粉混艮色い状入綿、→、嘩粒石な

37 71 法正尻 141号士門ロ縁部内面戸雉付溶;少塁量。¢誓 深鉢 大木式8a 東道北遺報横跡告発断掘自II勁詞車査 436図 6 2016 7 12 U8100-4 IMA-6) 坑 160568 

し

No 65 平(2成0128 No 5 No 13 土炭器化付物着 状状態～粉良い状、粒 54 35 法正尻 3机一26号土 以う ロ縁部内面且千縁く付部溶内。面一部に 深鉢 大木式8a 東道北遁穀横跡告発断掘自11軌詢車査 447図 3 2016 7 12 #8100-5 IMA-6) 160569 
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表1 土器付着炭化物試料採取記録表【測定試料】 (5) 

暉I← 1疇 叫 暉諏0|は|一 O lm |国|瓢•I 鱚 1匹 I蜃！1町欝平り厘 I麟 l璽圃璽I匹 | 
| l | I状態良い、粉l | 

平(2成0128 No 6 No 14 土炭器化付物渚 状少細量な、白織混色維入織残→維る微 55 63 
415号士 付渚ロ縁渚少◇部量白。内色面紺一雑部付に 大木式7b 東道遺北報横跡告発断自励車 IMA-

No 66 6) 法正尻
坑

127 ロ縁部内面 深鉢 掘詞査 475図 2 2016 7 12 #8100-6 
160570 11 

No 67 平(2成0128 No 7 No 15 土炭器化付物培
状態良い、粉

15.85 法正尻
559号土t悶ロ縁部内面付くロ、縁贅避部けチ内てョ面採ー一取ク部に。近に 深鉢 大木式8a 東道北遣報横跡告発断掘目11励詞車査 495図 l2016.7 12 #8100-7 IMA-6) 状 坑 160571 

No 68 平(2成0128 No 8 No 16 土炭器化付物渚

9`門曳贔る船贔
82 75 法正尻 669号土t□ ロ縁部内面品縁く付部培内。面一部に 深鉢 大木7b 東道北遺報横跡告発断掘自11励詞哀査 504図 2 2016 7 12 #8100-8 IMA-6) 坑 ~ 8a式 160572 

平(2成0128 土炭器化付物培 状状態良い、塊 678号土t巴 戸接けて着採剤取に近凰く言、避
大木式8a 東道北達報横跡告発断自勲車 IMA-

No 69 6) No 9 No 18 49 78 法正尻
坑 ロ縁部内面 深鉢 掘詞査 504図 5 2016 7 12 #8100-9 160573 

11 

平(2成0128 土炭器化付物渚 状態良い、除粉去 564号士t想ロ（把縁手部部外）面部塊剥ロ縁）状が一れ部に部強外ににくく面付い付（培。把培。手し、 大木式8a 東道北遺報横跡告発断掘自11勁詢草査 #8100- IMA-平通成し282．採7b0取は（平同N成o一.22個篠8 体採No 70 6) No 10 
No.22b 

状→織維
34 20 法正尻

坑
深鉢 496図 l2016 7 12 

10 160574 
No 

取No2 

平(2成0128 土炭器化付物渚 状状混白態色入、土織→良少維いな量し、少粉、量 含遺物層包 Lillb 付量白ロ◇縁滋色綿部土維内付付面培一渚少部少量に、 大木式7a 東道北遺報横跡告発断自勲車 #8100- IAAA-
No 71 6) No II 

No 26 31 85 法正尻
中部 ロ縁部内面

深鉢 掘詞査 677図 l2016 7 12 11 160575 11 

No 72 平(2成0128 No 12 No 27 土炭器化付物洛
＼状～雰態粉母状中）、粒胎状土

26 85 法正尻 含遺物層包
Lmb 
ロ縁部外面付ロ縁培。部外面一部に 深鉢 大木式7a 東道北遺報横跡告発断掘自11駐詢車査 677図 4 2016 7 12 

#8100- IMA-
6) 少ヽ量混 下部 12 160576 

43 

平(2成0128 土炭器化付物着
状態悪い、粉

含遺物層包 多薄＜ロ縁く最避付部け着チ外て。ョ面探ー土一取ク付部に。着近に 大木式7a 東道北遼毅横跡告発断自動車 #8100- IMA-
No 73 6) No 13 No.30 状入、土多最混 29 08 法正尻 Lillb ロ縁部外面 深鉢 掘詞査 679図 2 2016 7 12 13 160577 

11 

No 74 平(2成0128 No 14 No.33 土炭器化付物渚 状状付態～粉良い状、粒土 21 59 法正尻 含遺物層包
LI 
ロ縁部内面

戸ニ近スく、、避ネーけ凰てミン芦採グ取に。
深鉢 大木式7a 東道北遺報横跡告発断掘自11励胴車査 679図 102016 7 12 

#8100- IAAA-
6) 

培あり
下部 14 160578 

平(2成0128 土炭器化：付物箔 状状が少態～な粉良いい状、粒 含遺物層包 LI 「面同部上位外［部同部に薄上位く付外溶面。一 大木式7b 東道北遣報横跡告発断自勲車 #8100- IMA-
No 75 6) No.15 

No 35 、量 9.83 法正尻
下部

深鉢 掘詞査 689図 l2016.7 12 
15 160579 11 

No 76 平(2成0128 No 16 No 40 土炭器化付物浩
状状態～粉良い状、、粒チ

37 45 法正尻 含遺物層包 LII ロ縁部内面
付千ロ縁洛重。部なチる内ョ。面ー接一ク合が部部若に、

深鉢 大木式7b 東道遺北報横跡告発断掘自11歎詞車査 694図 4 2016 7 12 
#8100- IMA-

6) ョーク少量混
戸禾取◇：：近く、避けて

16 160580 
入

No 77 平(2成0128 No.17 No 47 土炭器化付物着 状状混態入、胎良土い中、粒量 65.82 法正尻 含遺物層包
Lillb 
ロ縁部内面付ロ縁贅部内面一部に 深鉢 大木式7b 東道北遣辣横跡告発断掘自11励詞車査 704図 12016.7 12 

#8100- IMA-
6) 中部 17 160581 

No 78 平(2成0128 No 18 No 49 土炭器化付物渚I混状状態、入胎艮土い少、粉量 27 53 法正尻 含遺物層包 Lillb ロ縁部内面薄ロ縁く付部芍内面一部に 深鉢 大木式7b 東道遺北報横跡告発断掘目11罰詞車査 705図 l2016 7 12 #8100- IMA-6) 上部 18 160582 

No 79 平(2成0128 No 19 No 54 土炭器化付物浩 状状色入織態→～粉維除良い状多去、最、粒白混 97 57 法正尻 含遺物層包 LII ロ縁部内面付浩近ロ縁渚多く、。部祉避白内け色チ面て維ョ一採ー維部取ク付にに。 深鉢 大木式7b 東道遺北報横跡告発断掘自11勲詞車査 718図 3 2016 7 12 
#8100- IMA-

6) 19 160583 

No 80 平(2成0128 No 20 No 62 土炭器化付物洛 状状態～粉良い状、粒 29 57 法正尻 含遺物層包
Lillb 
ロ縁部外面付ロ縁培。部外面一部に 深鉢 大木式8a 東道遺北報碩跡告発断掘目11勁詢早査 749図 12016 7 12 

#8100- IMA-
6) 下部 20 160584 

No 81 平(2成0128 No 21 No 65 土炭器化：付物箔 状状少維除態蓋少～去粉盈良、白状混い色入、、粒眠七→ 40 30 法正尻 含遺物層包 Lillb ロ縁部内面付量白ロQ縁溶色。紺部土誰内付付面洛一箔少部少量に、 深鉢 大木式8a 東道遺北報横跡告発断掘自11勲詞車査 749図 6 2016.7 12 
#8100- IMA-

6) 下部 21 160585 
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No 82 平(2成0128 No 22 No 75 土炭器化付物着鷹状態少白量良色い混付、入粒浩 60 37 琴邸 跡9号住居
床ピ
ロ縁部内面 ロ縁や付厚部著物く内付少面芍一量部白に 深鉢 大木式8b 発遺国跡営亭発総業告合矢掘6農弱吹地地開区 46贔 2016 7 12 

#8100- IMA-
6) ット ご。 査報 22 160586 

No 83 平(2成0128 No 23 No77 土炭器化付物渚 状状態良い、粒 26 80 桑名邸 居14跡号住 雲 ロ縁部内面桐千縁く付部着内。面一部に 深鉢 大木式8b 発遺国跡営事発総業告合矢掘6農詞吹地地査報開区 6914図住1 2016 7 12 #8100- IMA-6) 23 160587 

No 84 平(2成0128 No 24 No 78 土炭器化付物浩状状少態量、白混良色い入組、→誰粒な 4154 桑名邸 居15跡号住 床面「面同部上位内
［付言培少量エ。

深鉢 大木式8b 発遺国跡営事発総業告合矢掘6農詞吹地地査報開区
73図

2016 7 12 
#8100- IMA-

6) 15住2 24 160588 
し

No 85 平(2成0162)8 No 25 No 81 土炭器化付物着
状状態、胎良土い少、粒量

85 98 桑名邸 3坑81号土 .C6 ロ縁部内面付りにロ？厚緑溶）く部物。付少内着面量。一（白ほ部色こ 深鉢 大木式8a 発瑣国跡営事発総業告合矢掘6農詞吹地地査報開区 189 図坑 2016 7 12 
#8100- IAAA-

混入
381 4 25 160589 

平(2成0128 土炭器化付物培
状態良い、粒

413号土 堆積

戸少量。□摩 大木式8a 発遺国跡営亭発総業告合矢掘6農詞吹地地開区 191 図坑- #8100- IMA-
No 86 6) No 26 No 85 状入、土少量混 80 10 桑名邸 坑 土

ロ縁部内面 深鉢
査報 413 1 

2016 7 12 
26 160590 

粉状状量態状混～粉入中、胎状、、A土白、粒少色B 
A 

頚付近に薄培く部、く外物避付面、け覆接(て2合探か黄部取所色に。） No 87 平(2成0162)8 No 27 No 88 土炭器化付物着
17 34 

双子 遣構外 門か部所）外面(2 深鉢 大木4式 相跡馬詞開査発報関告連II選 406図 5 2016 7 15 
#8100- IMA-

B 27 160591 

物少量混入
8 40 

No 88 平(2成0128 No 28 No.100 土炭器化付物洛且少喜量混誓入謳→除 23 13 冑宮西 遺構外 戸面軍部償息中文位内外） 戸付着。i白芦色織維9付 深鉢 大木併行5式 利国営亭詞会業査津報関農連告業遺VlII跡水 76図24 2016 7 15 #8100- IMA-6) 28 160592 
去 着少量。

平(2成0128 土炭器化付物培 粉量状混入胎土中 薄しロ、緑く剥付部が着外れ。面強に一くく付い部。着に 大木式7a 跡福発島空港公園遺 #8100- IAM-
No 89 6) No 29 No.104 14 96 関林A 1号土坑 Q1 ロ縁部外面 深鉢 掘詞査報告 8図1 2016 7 15 29 160593 II 

平(2成0162)8 土炭器化付物渚
状態やや悪

跡4号住居
認跡0

薄中ロ緑く量付。部贅外面土一付部培に 利国詞亭営査会業報津関告農連X業遺I跡水 #8100- IMA-
No 90 No 30 No.110 い中、量粉混状入、土 16 41 鹿島

請
ロ縁部外面 深鉢 大木6式 36図 4 2016 7 15 

30 160594 

No 91 平(2成0128 No.31 No、113 土炭器化付物着
1讐中量喜混盆入望45.93 鹿島 遺構外 LV 戸面同部中位内戸渚^晨土謬付渚悶中髯量ぐ 深鉢 大木6式 利国詞営事査会業報津関告農連X業遣I跡水 54図 1 2016 7 15 

#8100- IMA-
6) 31 160595 

平(2成0128 土炭器化付物渚I混状状能、大胎良土い少、粉量 含遺物層包 Lillb 付ロ縁培。部内面一部に 大木式8a 東道遺北報横跡告発断掘自11勲詞車査 #8100- IAAA-
No 92 6) No 32 

No 66 58 59 法正尻
中部
ロ縁部内面 深鉢 751図 I2016 7 12 

32（代替
160596 
（代替）

No 93 平(2成0128 No 33 No.129 土炭器化付物着 状状態、胎良土い少、粒量 66 79 中江宮型の 第包含1遺層物 部ロ縁上位阿～内胴面旦付胄渚。誓内ご面誓の胃み声器 深鉢 大木式7a 利国営事諒会業査津報関農連告菜遺v跡水 31図 3 2016 7 15 #8100~ IMA-
6) 

混入
33 160597 

面に光沢あり。

平(2成0128 土炭器化：付物培 胎状態土少中量、粉混状入、 中江宮聖の 第包含2遺層物 付ロ縁渚。部内面一部に 大~併木7b行式7a 利国詞営亨査会業津報関農連告業遺v跡水 #8100- IMA-平成283.採904b取（)平はN成同o.一2138個0採a体、No 94 6) No 34 
No、130b 35 55 ロ縁部内面 深鉢 42図 2 2016 7 15 34 160598 通しNo

取NoI 

平(2成0128 土炭器化付物渚 状状態、白良色い付、粒培 中江宮聖の 第包含2遺層物 部ロ縁上位罰～内胴面誓薄ロ縁く付贔部着～諸胴部贔上
大木7a

利国営事詢会業査津報関農連告業遺v跡水 祁100- IMA-
No 95 6) No 35 

No.131 25 87 深鉢 ~7b式 42図 3 2016 7 15 
35 160599 

物あり 併行
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表1 土器付着炭化物試料採取記録表【測定試料】 (7) 

皿徊躙叫躙遍面祠匹頴四 1国I • |匹 l祠皿l 翫 I皿 I層屡1岨奮5町置馴皿輝層璽I霞引 匹

No 96 平(2成0128 No 36 No.134 土炭器化付物培戸vヽ 、状態良 28 47 中江宮聖の 第包含2遺層物 ロ（沈縁線部内内）面渚避内ロ。縁）け一接て部部合採内に部取面厚に（く沈近付線く、 深鉢 新脩式 利国営亭詞会業査津報関農連告業遺v跡水 43図 7 2016 7 15 #8100- IMA-6) 36 160600 

No 97 平(2成0128 No 37 No.137 土炭器化付物渚接状い餘t可、少渚能態去粉剤や云性状混視あや、入り悲入胎→ 、の 38 00 上ノ台次）A 含遺物層包 LIV 突ロ（沈縁内線部）、外刺面

喜あり。翫 深鉢 大木式7b 真詞野査ダ報ム関告連X遺N跡 233図 6 2016 7 15 
#8100- IMA-

6) (2次 上部 37 160601 

No.98 平(2成0128 No 38 No、138b土炭器化付物培 状状土態～粉良い状、、粒胎 73.40 前山A 跡9号住居 91 ロ縁部内面届縁く付部箸内。面一部に 深鉢 大木9式 常跡磐顆自査勁報車告道3遣5 39図 2 2016 8,1 
#8100~ IMA-平通取のから成し別N繹o部N2o89位3採郊8（bほ取（)平はぼN成同1c司一唸じl胡但面採e さ体l 

6) 
少量混入

38 160602 

平(2成0128 土炭器化付物培 状状入→胎態、除白去良土色い少綿、量雌粉混 577号土 付ロ縁着。部内面一部に 大木式8a 東道北遺報横跡告発断自動車 #8100- IMA-
No.99 6) No.39 

No.139 43 52 法正尻 坑
似5 ロ縁部内面 深鉢 掘詞査 498図 3 2016.8.1 39 160603 

11 

No 100 平(2成0162)8 No 40 No.140 土炭器化付物着
状状態、胎良土い少、量粉、37 52 塩沢上原跡3号住居 Pl ロ縁部内面付ロ緑沿部土内少面量一付部渚に。台付鉢き浅大木9式 東跡北詞自勲査車報道告遺 54図28 2016 8 1 

#8100- IMA-

土少量混入
A 40 160604 

45 

裔態〇

跡2号住居 □面同部中位外戸付近寸に培接合部あり
東道北遭横跡蒻断自勁車 IMA-

平(2成0129 土炭器化付物浩
性石土あ状付膏り着混多入量可能

#8647-l 
No 101 7) YOl 

No 12 46 83 屋敷 覆土 甕 塩釜式 査報告 14図 10 2017712 （代替2)170850 
12 （代替2)

平(2成0129 土炭器化付物渚 粉～粒状なし 居24跡号住 戸（同一部部最）大外径面
束道北遺横跡謁断査自煎報革告 硲647-2

IMA-
No 102 

7) 
Y02 No 65 

混入物
37 98 落合 博く付渚 甕 塩釜式 73図 2 2017 10 11 

（代替） 1（7代08替5）1 
29 

No 103 平(2成0129 Y03 No 3 土炭器化付物着 粉状態状〇 22 51 桜町(1次 遺構外 LI 「面同部上位外薄付く近付に着接合部あり 甕 白江/行-式併遣会跡津発縦掘貫胴北査道報路告 87図 5 2017712 U8647-3 
IMA-

7) 
5 

170852 

No 104 平(2成0129 Y04 No.Sa 土炭器化付物浩闘° 21 31 桜町(2次 93号土 a 10 
悶面瓢 薄く付着 広口壺

門戸
遺会跡津発縦掘貫10詞北査道報路告 94図 1 2017 7 12 祁647-4

IMA-通取取しNNoo No55ha.1)0は、4平同（平成一成個292体9採採
7) 坑 170853 

No 105 平(2成0129 Y05 No 7 土炭器化付物着 状塊態状〇 47 05 桜町(2次 93号土 ~ 19 「面同部上位外
闘嘉合部あり

広口壺
門戸

遺会跡津発縦掘貫詞北査道報路告 96図 14
2017712 U8647-5 

IMA-
7) 坑

10 
170854 

No 106 平(2成0129 Y06 No.8 土炭器化付物洛状微胎粉態土末少〇状量混入 26 80 桜町(2次 9坑4号土 床面戸面同部中位外薄く付培 広口壺 門戸井
遺会跡津発縦掘貫胴北査道報路告 99図 1

2017712 U8647-6 
IMA-

7) 
10 

170855 

No 107 平(2成0129 YO7 No.lOb 土炭器化付物溶悶° 68 97 能登 含遺物層包 戸中同位部上外位面～ 薄付く近付に培接合部あり 壺 天王山式
東道遺北横跡詞断査自勲報車告 22図41

2017712 #8647-7 
IMA-
平通取成しNoN2.o910.採106取7)（は平N同o成.l一O2a個9、採体7) 

10 
170856 

平(2成0129 土炭器化付物渚
農胎喜土贔少量混入

含遺物層包 ご付く近薄にく接付合培部あり
東道北遺横跡謁断自懃車 26図71 IMA-通一個し体No 108、109は同No 108 7) Y08 No lla 25 76 能登 ロ縁部内面 広口壺 天王山式 査報告 2017712 #8647-8 

170857 
10 

No 109 平(2成0129 Y09 No.llb 土炭器化付物着
闘撃状

26 99 能登 含遺物層包 戸面同部中位外
冒謀覧合部あり 広口壺 天王山式

東適瑣北横跡詞断査自軌報車告 26図71
2017712 U8647-9 

IMA-通一個し体No 108、109は同
7) 

10 
170858 

平(2成0172)9 土炭器化付物着
闘石膏丘少量混入

第包含1遺層物 ロ縁（全部体～）胴外
薄付く近付に着接合部あり

東道北遺横跡謁断自勲車 58図 l包 #8647- IMA-
No llO YlO No 15 24 11 和泉 Lil 広口壺 天王山式 査報告 2017712 冒 13 

l 10 170859 

No 111 平(2成0129 Yll No 16 土炭器化付物着
讐入〗畠 12 18 和泉 第包含3遺屈物 Lile 頸部外面

ごく薄く煤状に付
広口壺 天王山式

東道遺北横跡顆断査自勲報車告 64図3包
2017712 

#8647- IMA-
7) 着

13 
2 11 170860 

No,112 平(2成0129 Y12 No 17 土炭器化付物洛ぃ状土状態少量△付沼 28 50 台ノ前A 遺構外 Lil ロ縁部外面薄接く合付部培避けて採取 広口壺 明戸式
東道北遺横跡詞断査目勲報車告

34図 1 2017712 
#8647- IMA-

7) 
18 

12 170861 



表1 土器付治炭化物試料採取記録表【測定試料】 (8) 

|461 

- I濯国Iii函郎疇嘔3|国|m |四 |ml鱈饂11偏 1 皿 I 軍 I 疇胴町事1~ 1疇I疇 I 匹
No 113 平(2成0129 Yl3 No, 18 土炭器化付物着闘° 21 60 塩9食岩陰文化層 Q2a 頸）部外（文禄 沈着線の中に薄く付 甕 御山式村下

東適北瑣横跡調断査自勁報車告
184図 4 2017712 

#8647- IMA-
7) 帯面 25 13 170862 

No 114 平(2成0129 Y14 No 19 土炭器化付物培
腐土胃少量付沼

2618 塩9食岩陰文化層 Q2a 戸下同位部外中位面～ 薄く付渚 広口壺 天併王行山式
東道北遺碩跡詞断査目勁報早告

186図 7 2017712 
#8647- IMA-

7) 
25 14 170863 

No 115 平(2成0129 Yl5 No 20 土炭器化付物渚 粉胎状態状土△中量混入 88 61 稲干楊
不1号明性遺格 検出「面同部中位外付薄く近付に培接合部あり 壺 野沢11式 一倉発般沢掘国バ課道イ査パ岱報ス9告遺号跡l 南 8図 l 2017712 

#8647- IMA-
7) 

愕
面 15 170864 

平(2成0129 土炭器化付物着百状態△ 南御式山2ま福南島謁道空査路港報遺•告跡あぶ発7 く掘 #8647- IMA-通取取空し":tNNlooo#N.. 、o22n.ll11ba)6は、（平同平成成一個2299体採探。No 116 7) Yl6 No 21a 片土状混入中量
17 15 八幡町 B遺構外 Lila ロ縁部外面薄層状に付培 長頚壺 18図 5 2017712 16 170865 

平(2成0129 土炭器化付物渚
状態〇

跡3号住居ホリカ戸面同部中位内ややあ近り厚に接みあり NTC査遼毅跡告発掘胴 #8647- IMA-通しNo117、118は同
No 117 7) Y17 No 22a 顆胎粒土～中粉最状混入

36 06 美シ森B
夕 付膏 合部、石 甕 今和泉式 7図9 2017712 17 170866 一個体

平(2成0129 土炭器化付物渚 §態0 跡3号住居ホリカ□面同部中位外厚付膏く近あ付りに箸接合部、石 NTC査遺報跡告発掘詞 #8647- IAAA-通しNo117、118は同
No 118 7) Yl8 No.22b 状中量付培

75 07 美シ森B
夕 甕 今和泉式 7図9 2017712 18 170867 一個体

No 119 平(2成0172)9 Yl9 No 24 土炭器化付物着 粉状態状〇 13 07 白岩内堀ノ 包6号含遺暦物 LIV 戸面同部中位外薄付く近付に培接合部、石 甕 天神原式 常跡磐調自査馴報車告道10遺 170図 7 2017712 
#8647- IMA-

大体し仮破）NYかol片.9ら11・再集9小、はめ破平て同片成採一（2個同取9一採体通個取
膏あり

19 170868 

No 120 平(2成0129 Y20 知 26b-!土炭器化付物洛
闘胎土△中量混入

15 66 後作A
埋1号設土遺器 戸外同部面（全体） 縄付洛剤文近あににり薄接く合付部着、接 深鉢 大式洞併C行2 常跡磐詞自査歎報車告道3遺6 16図 4 2017712 

#8647- IMA-採値平通取成取体しNoN2N叫2906採b22曲-取09（)—平N9、 o成平は.9成同位29一2、採9 
7) 

樗
20 170869 

平(2成0129 土炭器化付物培
闘胎胃土中誠混入

LI・ 
戸面同部中位外薄付膏く近、付接に培溶接剤合あ部り、石 明戸/行•一式併 常跡磐詞自査懃報車告道5漕9 #8647- IMA-

No 121 7) Y21 
No 27 16 76 君ヶ沢B遺構外 LII 広口壺 12図 3 2017712 21 170870 上面

No 122 平(2成0129 Y22 No 28 土炭器化付物着
翡胎農土少゚ 量混入

24 69 角間 含遺物層包
LI 圧疇面部、疇下部やや厚く付培 鉢 御代田式道東遺北跡横詞断査自報懃告車8 103図 l 2017 7 12 

#8647- IMA-
7) 下部 22 170871 

No 123 平(2成0129 Y23 No 29 土炭器化付物浩状塊態状〇 30 32 ーノ堰 B
83号土

91 
胴部中位外

冒嘉い合部あり
鉢 南御式山2 利国営事弱会業査津報関農連告業遺VI跡水 54図 l 2017712 

#8647- IMA-
7) 坑 面 23 170872 

No 124 平(2成0129 Y24 No 30a 土炭器化付物箔
腐土晨少量△付着

36.32 ーノ堰B8机-9号土 91 四内同部面～底部薄付膏く近、付チにョ箸接ー合ク部線あ、石り 深鉢 ニツ釜式 利国詞営事会業査津報関農連告業遺VI跡水 56図 9 2017712 
#8647- IMA-通しNo124、125は同

7) 24 170873 一個体

No 125 平(2成0129 Y25 No.30b 土炭器化付物着
状塊態状◎ 

55 56 ーノ堰B
89号土 Q1 底部付近外厚く付箔 深鉢 ニツ釜式 利国営事翻会業査津毅問農連告業漕Vl跡水 56図 9 2017712 

#8647- IAAA-通しNo124、125は同
7) 

土少量付溶
坑 面 25 170874 一個体

平(2成0129 土炭器化付物着 状塁態◎ 第物層包1含遺 ～内ロ罰縁面部部上下端半 大洞式C2 利国営事詞会業査津報関農連告業遺vrr跡水 #8647- IMA-通しNo126、127は同
No 126 7) Y26 No 31a 状少量付着

73 02 鬼渡A 厚く付培 深鉢 23図42 2017712 
26 170875 一個体

No 127 平(2成0129 Y27 No.31b 土炭器化付物浩状塊状態◎ 53 49 鬼渡A 第物暦包1含遺 ロ（沈縁線部）直外面下厚く付着 深鉢 大涸式C2 利国営事詞会業査津報関農連告業追vrr跡水 23図42 2017712 #8647- IMA-通一個し体No 126、127は同7) 27 170876 

『 利国ま営胴会業査津毅関農連告業遺Vl跡水
IAAA-

No 128 平(2成0129 Y28 No 50 土炭器化付物渚 状入土・土少量 38 57 ーノ堰B
61号土

91 日面本部中位外厚く付培 片口鉢 ニツ釜式 45図 3 2017 8 21 
#8647-
170877 7) 坑 姻（代替
（代怯）

No 129 平(2成0172)9 Y29 No 34 土炭器化付物着 粉状態状◎ 23 06 悶下2次A）（第含遺物屑包 表採
旦外言面

や近やに接厚合く付部葛あり付 鉢 今和泉式真発野掘ダ諒ム査問奉連屈告遺X跡 20図 2 2017712 
#8647- IAAA-

I 
29 170878 
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表1 土器付着炭化物試料採取記録表【測定試料】 (9) 

l畢I疇 叫 暉諏0|は|一 O lm |国|瓢•I 鱚 1匹 I蜃！1町欝平り厘 I麟 l璽圃璽I匹 | 註． . 名 一

No 130 平(2成0129 Y30 No 35a 土炭器化付物渚 状塊態◎ 38 70 良下2次A）（第含遺物層包 LIV 面ロ（刺縁突部文直）外下
闘謀い合部あり

甕 今和泉式
真発野掘ダ顆ム査関報連告遺X刷

21図18 2017712 
硲647- IMA-通しNo130、131は同

7) ～粉状 I 30 170879 一個体

No.131 平(2成0129 Y31 No、35b 土炭器化付物渚 粉胎状態状土少〇量混入 29 68 閂下2次A）（第含遺物層包 LIV 胴部内面 薄付膏く近、付チにョ箔接ー合ク部線あ、石り 甕 今和泉式
1真発野掘ダ蒻ム査関報連告遺X跡

21図18 2017 7 12 
#8647- IMA-通しNo130、131は同

7) 
I 31 170880 一個体

No 132 平(2成0129 Y32 No 36a 土炭器化付物洛 胎状塊態状土〇中量付渚 25 38 岩下D 含遺物層包 LI 体部内面 麟記（：：：宝ス）あ合り部、 注
浅鉢 伏洞A式真発野掘ダ説ム査閤報連告遺VlII跡 42図36 2017712 #8647- IMA-通しNo132、133はと同7) 32 170881 一個体

悶状態◎
体り文）部直外下（面エあ字たNo 133 平(2成0129 Y33 No.36b 土炭器化付物浩 状土怪かに混 60 75 岩下D 含遺物層包 LI 戸付く近付に溶接合部あり 浅鉢 汰洞A式真発野掘ダ胴ム査問報連告遺VIII跡 42図36 2017712 

#8647- IA紐— 通しNo132、133はと同
7) 33 170882 一個体

入

誓状態〇
薄付膏くあ近付りに着接合部・石 跡広業域分阿農布武業詞隈地査開発報区事遺告

No 134 平(2成0129 Y34 No、37 土炭器化付物浩 状色土中量・ 23 22 牡丹平 1号土坑 戸面同部下位内 深鉢 隣代田式
59図
2017821 

#8647- IMA-
7) 1068 34 170883 

石膏少量混入 nI 

No 135 平(2成0129 Y35 No 38 土炭器化付物浩闘△ 12 95 赤坂裏A遺構外
Lil 
底部内面 薄付く近付に着注記（ニス 広口壺 明戸/打-式併 発遺国跡営事総業分告布合矢IV農詞吹地地査報開区 78図10 2017 8 21 

#8647- IMA-接取合できる2破片から採
7) 下層 りあり

35 170884 

47 

No 136 平(2成0129 Y36 No 46 土炭器化付物浩状塊黒土状態中～量褐△～混粉色入状 27 53 屋 4状号遺周樗溝 覆土 桐面部上半外冑嘉t合部あり 広口壺 屋敷式 東道遺北横跡詞断査自駐報車告 193図 2017821 #8647- IAAA-7) 
12 

546 36 170885 

No 137 平(2成0129 Y37 No 47 土炭器化付物浩粉状黒胎混状椙入態上^色•土＋中鼠 21 84 和泉 1号溝跡 .C2 戸上同部半最外大面径 薄付最着く近大付径に培接に合帯部状あにり付 壺 塩釜式 東道北瑣横跡詞断査自勁報車告 仕6図1溝 2017821 #8647-
IMA-

7) 
13 24 37 170886 

No 138 平(2成0129 Y38 No.49 土炭器化付物渚閂状混態塁入◎ ．土中量 35 38 下小ノ原塙上
4埋号設土遺器

部体部付近下半内底面厚く付溶 壺 天神原式 常跡磐詞自査歎報車告道2遺0 53図 1 2017 8 21 
#8647- IMA-

7) 
溝

38 170887 

No 139 平(2成0129 Y39 No 53 土炭器化付物着 粉胎状混態状入土〇・土少量 27 01 坂口 A 遺情外 L皿
戸面tl: 薄付く近付に着接合部あり 鉢 今和泉式 発遺国跡営事総業分告布合矢IV農調吹地地査報開区 50図 l 2017821 #8647- IMA-7) 39 170888 

No 140 平(2成0172)9 Y40 No 55 土炭器化付物着芦状態量〇混入 26 56 羽白1次C）（第含遺物層包 Lil 桐面部上半外薄く付培 鉢 大洞式A' 1真発野掘ダ詞ム査問毅速告遺X跡 279図9 2017 8 21 
#8647- IAAA-

Il 40 170889 

No 141 平(2成0130 No I No.7a 状塊混態状入◎なし 40 30 泉）ii ッ17ト号ピ 戸内同部面中（一位部）厚く付着 深鉢 鵜ヶ式島台 東遺跡北発新告幹掘I線調査閤連報 11図34 2018 6 14 #9143-1 
IMA-通一個し体No 141、142は同

8) 180495 

平(2成0130 『° 17号ピ
胴外部面中一位部 鵜ヶ式島台 東遺跡北発新告幹掘I線詞査関連報 IMA-通しNo1追41加、142は同

No 142 8) No 2 No 7b 状入なし
9 01 泉）II

ット
陣く付溶 深鉢 II図34 2018 6 14 U9143-2 

180496 一能個◇体。 で採取可

No 143 平(2成0130 No 3 No.11 土炭器化付物着 状粒灰胎態褐～土粉色0 中状量混入 12 89 鴛沢 含遺物層包
LV 
＇体内喜））外轟面（全～ 薄く付渚

深鉢 大木式2b 利国詞営事査会業毅津問告農連x棠遼頂跡水 18図 l 2018 6 14 U9143-3 IMA-8) 上部 180497 

No 144 平(2成0130 No 4 No 12 土炭器化付物渚閂土皇少畠状 27 57 南倉沢 4号土坑
悶外面紐（全体）

厚さ中程度の付培 深鉢 浮島1I式一倉発般沢掘国バ親道イ査パ2報8ス9告遺号跡1 滓 2018 6 14 U9143-4 
IAAA-

8) 
量混入

10図 2 180498 



表1 土器付治炭化物試料採取記録表【測定試料】 (10) 

|48ー

- I瀑国Iii函郎疇嘔3|国|m |四 |ml鱈饂11偏 1皿 I暉 1疇 町冒ii麒錮 庸圏霞 I 匹
No 145 平(2成0130 No 5 No.15 土炭器化付物着

戸混入なし状
20 43 宮内1次A）（第含遺物層包 Lil 面ロ（沈縁（線一部部内下））位外陣く付溶 深鉢 十式腰併内行2 1真発野掘ダ詞ム査関幸連研告遺X跡 2018 6 14 U9143-5 

IMA-
8) m 26図 5 180499 

No.146 平(2成0130 No.6 No.16 土炭器化付物箔
戸混入なし状

21.20 角間 2居4跡号住 塁璽内ロ（石縁面膏部（一付直部近下） ） やや厚く付培 深鉢 加B曾2式利 東道遺北横跡報発断告掘自8勲詢車査 2018.6 14 U9143-6 
IMA-

8) 44図 2 180500 

No 147 平(2成0130 No 7 No 18 土炭器化付物浩
闊状態〇

18 95 羽白1次C）（第54号土 91 戸（同全部体内）面 薄く広範囲に付箔 深鉢 大涸式C2 
真発野掘ダ胴ム査関報連告遣X跡

2018 6 14 U9143-7 
IMA-

8) 
土贔少量混入

坑 II 182図 10 180501 

No 148 平(2成0130 No 8 No.19 土炭器化付物着

鱈土中：量混入

34 62 羽白1次C）（第
171号士

01 ド（一部部内）面 厚く付溶 深鉢 大涸式B2 
真発野掘ダ詞ム査関報連告遺X跡

2018 6 14 U9143-8 
IMA-

8) 坑 II 182図 II 180502 

肩部

肩部ずけて位れ部探もとか他外取ら分の面（い） 線粒非に口付吠常内蹂芍9ィこ沈部扇厚線直部同→下辺塊、沈→ 状平(2成0130 土炭器化付物着
閂混門入閾なし状

56 64 埋2号設土遺器 明戸/汀-式併 ま福南詞島道査空路報港遺告•跡あ1ぶ分0く布 IMA-天王山式周辺
No 149 8) No 9 No 20a 以 赤沢A 広口壺 27図 1 2018 6 14 U9143-9 180503 通一個し体No 149、150は同

外 構
19 35 

No 150 平(2成0130 No 10 No、20b 土炭器化付物渚
悶混入◎なし

35 69 赤沢A 埋滋2号設土遺器 戸面同部（一中部位）内厚く付溶 広口壺 明戸/汀-式併 ま福南調島遵査空路競港遺告•跡あ1ぶ分0く布 27図 l 2018 6 14 #9143- IMA-一通個し体No 149、150は同8) 10 180504 

9状態土;△中X No 151 平(2成0130 No 11 No 22 土炭器化付物着 14 36 大村新田 遺憐外 佃一付同部部近）内（注面記（ 薄く付培 深鉢 稲荷台式 利国営事詞会業査津報閤農連告業遺vrr跡水 11図 1412018 6 14 #9143- IMA-8) 
混入

11 180505 

量混入

No 152 平(2成0130 No 12 No 51 土炭器化付物渚

戸膏混闘入→除

30 56 田子平 居36跡号住
Q1~ 

戸膏付近屈） 
厚さ中程度の付着 深鉢 大涸式BC 常跡磐蒻自査励報車告道5遺8 2018 6 14 

#9143- IMA-
8) 4 72図 1 12 180506 

去

>状態△ 床面・
平(2成0130 土炭器化付物着

閤土中量混入
跡1号住居 常跡磐詞自査勤報車告道5遺2 

#9143- IAM-
No 153 8) No 13 

27-4 8 83 広谷地 Ql•P ロ縁部外面薄く付溶 深鉢 北前式
5図4

2018 6 27 
13 180507 701 

No 154 平(2成0130 No 14 27-5 土炭器化付物渚に土混入状少態量〇 27 23 
馬場次前）(1 64号土 Q 9 ロ縁部内面厚く付培

ミニチュ 大木式8a 常跡磐詞自査勁報車告道2遺5 2018 6 27 
#9143- IMA-

8) 坑 ア土器 97図 2 14 180508 

No 155 平(2成0130 No 15 27-7a 土炭器化付物浩戸胎状態土少△量混入 13 24 上(ノ2次台）A 14号埋 埋甕底部内面 薄く付着 注鉢口浅 縄期末文葉初頭中～期期後
真発野掘ダ詞ム査関毅連告遺X跡

223図3 2018 6 27 
#9143- IMA-平成73-08探は取採N取o.27-

8) 甕 w 15 180509 7b、2 断念

言 戸期初頭噂期
東道北遺横跡報発断告掘自7励詞車査 採贔通取応氏取汰し~N9lo5/N7·93o2/9（~73l平•-l5-④l成6O@（）b平3、)0a平成は、採成通同3取0しー3採9 0 

No.156 平(2成0130 No 16 27-10 土炭器化付物渚 誓 13 04 北向 遺構外
L Il 内ロ縁面部直下厚く付渚 浅鉢 2018.6 27 

#9143- IMA-
8) 下部 108図 9 16 180510 

量混入

No 157 平(2成0130 No 17 27-11 土炭器化付物培 粉灰状態状褐色〇 16 54 北向 遺構外 L II 臼面同部中位内厚さ中程度の付箸 注鉢口浅 縄中～期文後頚期末時代葉初 東道北遺横跡報発断告掘自7動顆車査 2018 6 27 
#9143- IMA-

8) 108図 10 17 180511 

No 158 平(2成0130 No.18 7 /31ー① 土炭器化付物渚戸上状◎ 30.58 赤坂裏A遺構外
LII 
外ロ縁面部（一下部位） 厚く付培 広口壺 十王台式 発遺国跡営＄分総業告布合矢1V農顆吹地地査報fJII 区 2018 7 31 

#9143- IMA-
8) 下層 78図 9 18 180512 
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表1 土器付着炭化物試料採取記録表【測定試料】 (11) 

No.159 平成30
状態：O
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表 2 土器付羞炭化物試料採取記録自4未測定試料1 (1) 

園 畢 瀑 閲 園 口国 EE!| 口層l層 喧 置口 噂 四 曾B国 璽 詈 四• ; fこ．

平(2成0142)6 No 4 土炭器化付物培 量xが（粉少状な、い土）混入、 4 81 上(田1次郷）VI 第包含2遺層物 Lma 胴面部上位外 胴部部に薄上位く付外着面。一 深鉢 縄前文期早初期頭末期～ 
遣常磐跡詞自軌査車報道告 図64-18 2015 1 15 
18 

平(2成0142)6 No 11 土炭器化付物着 混0入（粉）状、土少量 35 30 上(田!次郷）VI 第包含2遺暦物 LnIa ロ縁部外面 にロ厚縁く部付外祖面一部 深鉢 縄文条器痕文土
遺常跡磐詞自勲査車報道告

未掲載 2015 1 15 
18 

平(2成0142)6 No 13 土炭器化付物培 0中量（粒混～入粉）状、土 27 22 羽(I白次D） 遣層物包含 LI下部 胴部外面 桐厚部く付外着面。一部に 深鉢 花積下層式 真跡野発ダ掘告ム詞X関査連報遺 図57-25 2015 I 23 

平(2成0142)6 No.16 土炭器化付物着 量炭△混自（粉入体状、良、黒く胎な褐土い色中） で 21 00 羽(白2次D） 52号土坑 Q1 胴面部上位外 胴部部に薄上位く付外渚面。一 沿 縄前文期早初期頭末期～ 真跡野発告ダ掘ムX詞閲I査連報遺 図34-4 2015 I 23 

平(2成0126 No 19 土炭器化付物着 量△混（粉入状）、胎土中 12 73 中平 68号土坑 胴部内面 胴薄部く付内着面◇一部に 深鉢 日向前B式 業国跡営水親禾請査l]戸事報川業告農遣 （の図同碑未一77片掲個-）8載体9 2015.1 23 通成20し)2は6N採同o. 一取14個、N1o体5. 1（平8 ~ 
4) 

平(2成0126 No.21 土炭器化付物着 量x自混い（粉が入状量、、炭が胎自少土体な中はい 3 65 荻原 酎住居 Q1 胴面部上位外 胴部部に薄上位く付外渚面◇一 深鉢 縄前文期早初期頭末期～ 跡請発戸川掘告・地詞ill査区遺報 図39-1 2015 I 23 4) 

平(2成0127 No 27 土炭器化付物培 混x入（粉、状量、が土少中な童い） 1 28 西田 H 遺層物包含 LNb下部胴部外面 胴縄付部文培^外の土節面付一の培中部aにの 深鉢 稲荷台式 発こま掘ち詢ダ査ム報遺告跡3 図123-8 2015 7 17 5) 

平(2成0127 No 32 土炭器化付物着 x（採取せず） 馬場平B遣構外 Lil 深鉢 田戸下層式 東勲査車北競横道告遺断跡道20詣自 図83-43 2015 7 17 5) 

平(2成0127 No 36 土炭器化付物着 x（採取せず） 前原A 遺層物包含 LW  深鉢 田戸下層式 地国開詞発営区査総事遺報跡業合告農発矢8地掘吹 図48ー包 2015 7 17 5) 337 

平(2成0127 No 39 土炭器化付物培 量x混（粉入状）、胎土中 4 40 西田 H 阻層物包含 [IVIVb下中部部・胴部外面 胴薄部く付外浩面。一部に 深鉢 常世1式 発こま掘ち詞ダ査ム報遺告跡3 図130-322015 7 17 5) 

U（7測4可8定4）-不9 

[AAA-

平(2成0127 No 40 土炭器化付物着 態△良（微）粉末状、状 6 13 西田 H 遺暦物包含 LW  ロ縁部外面 にロご縁く部薄外く面付一浩部。 深鉢 常世1式 発こま掘ち詞ダ査ム報遺告跡3 図131-122015 7 17 
150748 

5) （測可定）不

平(2成0127 No 42 土炭器化付物渚 x（採取せず） 西田 H 遺層物包含 LIV 深鉢 常世l式 蕗-ま掘ち胴ダ査ム報遺告跡3 図139-6 2015 7 17 5) 

平(2成0127 No 44 土炭器化付物着 x（採取せず） 塩9食岩陰 文化層 Q6a 深鉢 常世1式 :： 断跡詞自勲査 図99-13 2015 7 17 5) 

平(2成0152)7 No 45 土炭器化付物着 x（試料量不足） 0 88 前原A 遺層物包含 Lil 深鉢 常世1式 地国開詞発区吾杏認亭遺報跡業甘告震発矢8地掘吹
図 74—包

2015 7 17 1112 

平(2成0152)7 No 48 土炭器化付物着 x（試料量不足） 0 39 堂田A 遺暦物包含 LV ロ縁部内面 にロご縁く部薄内く面付一葛部 深鉢 野島1式式槻木 廃-ま掘ち詞ダ査ム報遺告跡3 図47-1 2015 7 17 

平(2成0127 No 51 土炭器化付物渚 量x混（粉入状）、胎土中 4 05 泉）II tzo号ピット 胴部外面 胴薄部く付外着面◇一部に 深鉢 野島式式・？槻木1果速北遺杏跡新報発群告婉掘l詞陵l 図11-30 2015 7 17 5) 

平(2成0152)7 No 52 土炭器化付物着 0土少（粒最～混粉入状）、胎 18 89 西田 H 遺暦物包含 LNc 胴部内面 胴付部浩内（薄面く一な部い）に。 深鉢 条痕文土器 発こま掘ち詞ダ査ム報遺告跡3 図154-182015 7 17 

平(2成0127 No.53 土炭器化付物渚 らxれ（ニなスい部）分を避け 1 30 西田 H 芦層物包含 撹乱 ニられスな部い分。を避け 深鉢 条痕文土器 発こま掘ち詢ダ査ム報遺告跡3 図155-9 2015 7 17 5) 
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表2 土器付着炭化物試料採取記録表【未測定試料】 (2)

薗 曇 瀑 ― 国 口曰 E四 口置 籍翡 帽 EE! 国 エ詈評． l -（一• ・・.・ 冒 墨 匪 看 匹

平(2成0152)7 No.54 土炭器化付物着 量0混（粉入状）、胎土少 13.13 西田 H 遺層物包含 LNa 胴部内面 胴薄ンけグて部く付部採内芍が取面近。一ネく部ー、避にミ 深鉢 条痕文土器 発こま掘ち調ダ査ム報遺告跡3 図 155-122015 7 17 

平(2成0152)7 No.56 土炭器化付物着 x（採取せず） 西田 H 遺層物包含 LW上部 沿 北前式 発こま掘ち顆ダ査ム報遺告跡3 図 163-272015 7 17 

平(2成0152)7 No 59 土炭器化付物着 x（粉胎状土多、量量が混少入な） 
¥,‘‘ 

3 35 堂田A 遺層物包含 LII ロ縁部外面 にロ薄縁く部付外贅面一部 深鉢 大畑G式 発こま掘ち詞ダ査ム報遺告跡3 図49-12 2015 7 17 

平(2成0127 5) No 63 
土炭器化付物培 x（採取せず） 西田 H 遺層物包含 LNa 深鉢 日向前B式 廃-ま掘ち詢ダ査ム報遺告跡3 図 177-4 2015 7 21 

平(2成0152)7 No 64 土炭器化付物着 量△混-（入粉）状、胎土少 6 78 西田 H 遺暦物包含 LNa 胴部外面 胴縄薄部文く付外の着節面。一の中部にの 深鉢 日向前B式 廃-ま掘ち詞ダ査ム報遺告跡3 図 178-9 2015 7 21 

平(2成0127 5) No.65 土炭器化付物着
混0入（粉）状、土少量 23 10 西田 H 直層物包含 L!Vb ロ縁部外面 のにロ縄付縁着文部。外の土節面付の一着中部。 深鉢 縄文条器痕文土発こま掘ち詞ダ査ム報遺告跡3 図 164-182015 7 17 

51 

平(2成0127 No 66 土炭器化付物着 混0入（粉）状、土少量 16 26 西田 H 遺屈物包含 LIV ロ縁部外面 部いロ）縁に。付部土溶外付面（着薄一。くな 深鉢
縄文条痕文土発こま掘ち詞ダ査ム報遺告跡3 図 165-102015 7 17 5) 器

平(2成0127 No.67 土炭器化付物着 0土少（粒量～混粉入状）、胎 12 70 西田 H 隅層物包含 L皿 胴部外面 胴縄付部文溶っ外の節面一の中部にの 深鉢 縄文条痕文土発こま掘ち胴ダ査ム報遺告跡3 図 166-5 2015 7 21 5) 器

平(2成0127 5) No 70 土炭器化付物箸 x（採取せず） 仁井殿 誓住居 M・2 深鉢 大畑G式 福く胴ま島南査空道幸港屈路告•遺あ17ぶ跡 図9-2 2015 7 21 

平(2成0127 No.71 土炭器化付物培 x（採取せず） 西田 H 闊号住居
邸住、居1跡2号a 

深鉢 北前式併行 廃-ま掘ち詞ダ査ム報遺告跡3 図39-1 2015 7.21 5) 1、L皿4V、
表採

平(2成0127 No 73 土炭器化付物培 △土中（微最粉混末入状）、胎 13.18 本町西A遺搭外 LI ロ緑部外面 接にけロごて縁合採く部部薄取外にく。近面付く一溶、部。避 深鉢 大木4式
遺常磐跡謁自動査車報道告

図43-1 2015 7 21 平N成はo成同.2773一2探、7個通採取し体取NNoo..160o(1平) 
5) 

32 

平(2成0152)7 No.74 土炭器化付物着 量x混（粉入状）、胎土少 4 78 西田 H 直層物包含 L皿 胴面部上位外 外（薄面く一な部い）に。付着 深鉢 花積下層式 唸-ま掘ち詞ダ査ム報遺告跡3 図 179-5 2015 7 21 

平(2成0127 No 77 土炭器化付物着 x（採取せず） 西田 H 遺層物包含
LIi ・Na・ 

深鉢 大木1式併行 発こま掘ち詢ダ査ム報遺告跡3 図 182-4 2015 7 21 5) IVb 

平(2成0127 5) No.78 土炭器化付物着
量x混（粉入状）、胎土多 4 28 西田 H 遺層物包含 L皿 胴部外面 胴ご取緒く部時に薄剥外、く胎が面付土れ一贅もる部一^  採に 深鉢 大木1式併行 発こま掘ち詞ダ査ム報遺告跡3 図182-6 2015 7 21 

平成 27探取
N個o体.78、102は同一



表2 土器付着炭化物試料採取記録表【未測定試料】 (3)
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曝 畢 直 届 匹 ロ日 口 憮 躙 匹 鴫 ii可饂9渭 雷B但暉 鵬 鴨 匹• --、
． F - ； 

平(2成0152)7 No.79 土炭器化付物培 x（採取せず） 西田 H 遺層物包含 L皿 •!Va 深鉢 大木1式併行 発こま掘ち詞ダ査ム報遺告跡3 図 183-l 2015.7.21 

平(2成0127 No 8涵 土炭器化付物培 少0量（粉混状入、）土、胎土 18 48 西田 H 遺層物包含 LnI•Wa 胴面部上位外 胴部い）部に。付上土位培付外（着薄面。く一な 深鉢 大木1式併行 発こま掘ち詞ダ査ム報遺告跡3 図183-6 2015 7 21 平N体さoは成の,8ほ2別2a7ぼ破、探b同片は取じ探同。取一。個高5) 

平(2成0127 No 82b 土炭器化付物着 ◎化土物少（粒量の～状混粉態入状）良、、炭胎 20 70 西田 H 遺層物包含 L皿・Na胴面部上位外 胴部い）部に。付上位著外（薄面く一な 深鉢 大木1式併行 発こま掘ち詢ダ査ム報遺告跡3 図 183-6 2015 7 21 平N体さoは成の.8ほ2別2a7ぼ破、採b同片は取じ採同^取一。個高5) 

平(2成0127 No 86 土炭器化付物着 x（探取せず）
鰐）
遺構外 Lllf 深鉢 花積下層式 遺阿跡武報発隈告掘東3道顆路査 図72-10 2015 7 21 5) 

平(2成0127 No 89 土炭器化付物渚 量x混（粉入状）、胎土多 8 70 
鰐）
遺構外 LIIf ロ縁部外面 にロ薄縁く部付外贅面一部 深鉢 花積下層式 遺阿跡武報発隈告掘東3道胴路査 図73-4 2015 8 3 5) 

胴部付中部着のに縄薄。上位文く付外の浩節面。の一士 遺阿跡武報発隈告掘東3道視路査
#7484-
[AAA-

平(2成0127 No 92 土炭器化付物溶 △-（粉状、混胎入土）少 8 30 
腐）
遺構外 Lllf 胴面部上位外 深鉢 花積下層式 図73-22 2015 8 3 34（浪J定｝ 

150773 
5) 量、土少量

不可 （測可定）不

平(2成0127 No 94 土炭器化付物着 x（採取せず） 昇り 遺樽外 Lllf 深鉢 花積下層式 遺阿跡武報発隈告掘東3道詞路奎 図74-3 2015 8 3 5) 

遺阿跡武報発隈告掘東3道顆路査 3#7不7（4測可84定） -

[AM-

平(2成0127 No.96 土炭器化付物着
△-or X（粉状、黒

3 82 
胃:}
遺構外 Lllf ロ縁部外面 にロご縁く部薄外く面付一着部。 深鉢 花積下層式 図75-7 2015 8.3 

150776 
5) 褐色） （測可定＼不

平(2成0127 土炭器化付物着 がx炭（採化取物を探試れみずた） 
胄農）

にロご縁く部薄外く面付一嵩部 遺阿跡武報発隈告掘束3道謁路査
平成27採取

5) No.97 3 60 遣構外 Lllf ロ縁部外面 深鉢 花積下層式 図77-2, 2015 8.3 N個o体.97、104は同一

平(2成0127 No.98 土炭器化付物渚 x） （粉状、量が少な 3 36 岩下向 A遺層物包含 LV上部 胴部外面 胸付部着外（薄面く一な部い）に。 深 薄手無文土器真跡野発ダ掘告ム詞X関査連報遺 図32-1 2015.7.17 平No成.982、79採9は取同一破
5) ¥,‘ 

片

真跡野発ダ掘告ム詞X関査連報遺 3#8不7（4測可84定） -

[AM-

平No成.982、79採9は取同一破平(2成0127 No 99 土炭器化付物着 量△混（粉入状）、胎土少 9 10 岩下向 A遺層物包含 LV上部 胴部内面 胴薄部く付内着面。一部に 深鉢 薄手無文土器 図32-1 2015 7 17 
150777 

5) （測可定）不片

平(2成0127 No 102 土炭器化付物着 量x混（粉入状）、胎土中 5 63 西田 H 遺層物包含 L皿 胴面部中位内 胴部部に薄中位く付内清面。一 深鉢 大木1式併行 発こま掘ち詢ダ査ム報遺告跡3 図 182-6 2015 7 21 平N個o成体.782、710採2取は同一
5) 

平(2成0152)7 No 103 土炭器化付物着 量x混（粉入状）、胎土多 4 24 胃農） 遺樗外 LIlf 胴面部上位内 胴み浩の楕部^の上中円位形に少の内く量面ぼ付 深鉢 花積下層式 遺阿跡武報発隈告東掘3道顆路査 図74-22 2015 8 3 通採2一7窃し取採N片N取oo..5N956o（). 平10、平成3は成2 7 同

平(20成152)7 No 104 土炭器化付物着 x（採取せず）
鰐）
遺構外 Lile 深鉢 花積下層式 遺阿跡武報発隈告東掘3道親路査 図77-2 2015 8 3 平N個o成体.972、71採04取は同一

平(2成0127 No 106 土炭器化付物洛◎（粉状） 29 90 獅(子1内次） 品号住 Q1 ロ縁部内面 培グにロ厚、縁少石く部最音付ぷ内付魯ネ面近ー一土5ミ部ン付 深鉢 大木 1式併行
摺発上据）謁1|ダ査ム報遺告跡

図49-3 2015 9 25 5) 
II 

平(2成0127 No 107 土炭器化付物着 ◎（粒状） 30 06 痴(子1内次） 品号住 Q2 ロ縁部内面 渚グにロ厚付縁少近く部量付sぷ内着ネ面。ー一土ミ部ン付 深鉢 大木 1式併行
摺発上掘）I詞Iダ査ム報遺告跡

図64-5 2015 9 25 5) rr 
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表2 土器付着炭化物試料採取記録表【未測定試料】 (4)

扇 晶 園 関 国 m 四 曰風 際' 帽 属口 鴫 四； ＿ 雷B匿 疇 鴨 匹

平(2成0152)7 No 108 土炭器化付物培 量0混（粉入状）、胎土中 24 32 獅(1子次内） 遣屈物包含 LI ロ縁部内面
探に土ロや器縁取や部時自厚体内に胎く面が付脆一土氾くが部、 深鉢 大木 1式併行

摺発上掘）I醐Iダ査ム報遺告跡
図82-18 2015 9 25 

II 
剥がれる。

平(2成0152)7 No 109 土炭器化付物溶 0（粉状） 15 96 獅(1子次内） 阻層物包含 L頂 胴部内面 胴付ー土溶部付ミン溶内（薄グ多面付く一量な近。部い。ネ）に。 深鉢 大木 1式併行
摺発上据川謁ダ査ム報遺告跡

図198-9 2015 9 25 
Il 

平(2成0127 No 110 土炭器化付物着 △（粉状） 10 95 痴(1子次内） 遺層物包含 L皿 ロ縁部内面 部いネーu）縁にーク。付十ミ部付ン近付着内グ沼面（、薄少チ一く云ョな， 深鉢 大木2a式 摺発上掘）1醐1ダ査ム報遺告跡 図206-262015 9 25 5) 
II 

平(2成0127 No 112 土炭器化付物培 ◎（粒状） 35 15 群(2子次内） 遺層物包含 LI ・IV ロ緑部内面 培グにロ厚付縁中近く部量付◇。内組ネ面ー一土ミ部ン付 深鉢 大木 1式併行
摺発上掘）I顆Iダ査ム報遺告跡

図54-3 2015 9 25 5) w 

平(2成0127 No 113 土炭器化付物着 多△の状量（粉態混状悪入、い）炭、化胎物土 23 90 痴(2子次内） 遺層物包含 LI ・II ロ緑部内面 渚にロ薄縁多く部最付内萬面一土部付 深鉢 大木 1式併行
摺発上堀）1謁1ダ査ム報遺告跡

図54-8 2015 9 25 5) 
IV 

53 

平(2成0127 No 115 土炭器化付物溶 ◎（粒～粉状） 23 90 獅(2子次内） 口層物包含 Lm 部ロ縁内部面～胴 面着ネ接口，・紘一合土ミ部部部{,/付一に培厚罰近嘩中く。付量内 深鉢 大木 1式併行
摺発上掘）謂1|ダ査ム報遺告跡

図59-6 2015 9 25 5) w 

平(2成0128 6) No 3 土炭器化付物着 粉土状少量、土混少入最、胎 30 03 法正尻 望住居 Q3 ロ縁部内面 少にロ付縁最着。部。内土面付一着部 深鉢 大木7b式 東車胴北道査横遺報跡断告発自11軌掘 14図2 2016 7 12 

平(20成128 
6) No 4 土炭器化付物箸 状粉状態良い、粒状～ 43 97 法正尻 閏主居 92 ロ縁部内面 にロ厚縁く部付内渚面。一部 深鉢 大木8a式 東車親道北査横遺報跡断告発目11罰掘 14図6 2016 7 12 

平(2成0162)8 No 6 土炭器化付物着 状膏少少態量混量中入、、粉白→状色除織、去石維 34.11 法王尻 は号住居 床面直上 ロ縁部内面 維合てにn採付縁付部培取部若に。近少内白く面呈色、一避諏接部け 深鉢 大木7b-8a式 東車蒻道北査横遺報跡断告発自11勲掘 68図4 2016 7 12 

平(2成0128 6) No 9 土炭器化付物培 状態良い、粉状 24.63 法正尻 贔号住居 床面直上 ロ緑部外面
付にロ薄稼着く部し付、外剥悉面が一強れ部く

深鉢 大木8b式 車東胴道北査横遺報跡断告発自11懃掘 173図2 2016 7 12 

にくい

平(2成0128 6) No 12 
土炭器化付物培 塊状、土多最混入 56 59 法正尻 324号土坑 堆積土 ロ縁部内面 渚にロ厚縁多く部量付内芍面一土部付 深鉢 大木8b式 東車親北道査横遣報跡断告発自11動掘 446図2 2016 7 12 

平(2成0128 6) No 2涵
土炭器化付物渚 状→白微色能組細良雄いな織、少粉維量状残混、る入 58 36 法正尻 ド坑64号土 堆積部土下 ロ緑部内面 維にロ付縁付着部培。少内白面量色一3織部 深鉢 大木8a式 東車親道北査横遺報跡断告発自11蜀掘 496図1 2016 7 12 平NN（平oo成..成22222ba82、8は探通採同取し取一N個o.7体0 

平(2成0128 6) No 31 
土炭器化付物渚 状土多態悪量い混、入粉状、 17.43 法正尻 遺屈物包含 Lmb ロ縁部外面 落にロ薄縁多く部景付^外着面。一土部付 深鉢 大木7a式 東車鯛北道査横遺毅跡断告発自11動掘 679図3 2016 7 12 

平(2成0128 6) No.38 
土炭器化付物培 状粉混土態状多入悪量、量い、が胎、少粒土な状多い～量、1159 法正尻 遺層物包含 L皿下部 ロ縁部外面 多にロ付縁量魯。部外土面付一培部 深鉢 大木7b式 東車詞道北査横遺報跡断告発自11勤掘 694図2 2016 7 12 
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表 2 土器付羞炭化物試料採取記録自4未測定試料1 (5) 

園 畢 后＇ s 閲 園 口国 EE!| 口層l層 喧 置口 噂 四 曾B国 璽 詈 四• ; fこ．

平(2成0162)8 No 50 土炭器化付物培塁状、態土中少量良い量混、入粉白→状色除織、去 13 44 法正尻 遺層物包含 Lmb中部 ロ縁部内面 疇にロ薄縁く部囀付内祖面中一最白部色 深鉢 大木7b式 東車胴北道査横遣乾跡断告発自11動掘 706図 l 2016 7 12 

平(2成0162)8 No.57 土炭器化付物培
状粉状態良、胎い土、粒少状量～混 57 00 法正尻 日物包含 Lmb上部 ロ縁部内面 にロ付縁溶部。内面一部 深鉢 大木7b~8a 東車詞北道査横遺報跡断告発自11懃掘 721図2 2016 7.12 
入

平(2成0162)8 No 63 土炭器化付物培 状粉状態良い、粒状～ 31 49 法正尻 遺層物包含 Lmb中部胴面部上位内 胴部絹接后部に合釦付付句上位芍溶ド内。近少白面云く色、一避 深鉢 大木8a式 車東親道北査横遺報跡断告発自11勁掘 749図4 2016 7 12 

平(20成128 No.71 土炭器化付物培
状態中、粒状、胎

33 88 法正尻 遺層物包含 Lmb上部 ロ縁部内面 維合近酌にu付縁付部く．、培部芍、避チ口少内けョ白面量てー色。一採ク絨接部に 深鉢 大木8b式 東車胴道北査横遺報跡断告発自11凱掘 765図1 2016 7 12 6) 土少量混入

平(2成0128 No 72 土炭器化付物培 粉胎状土多、最量が混少入ない、 6 47 法正尻 遺暦物包含 Lillb ロ縁部内面
にロ薄縁く部付内培面。一チ部ョ

深鉢 大木8b式 東車顆道北査横遺報跡断告発自11勲掘 765図5 2016 7 12 6) ーて採クに取近^ く、避け

平(20成162)8 土炭器化付物着 381号土 胴面部中位内 胴部部に薄中位く付内培面。一 地国開醜発宮区査総亨遺報跡業台告震発矢6旭掘吹 189坑図5381 
平成28採取

No 8鈷 粉状、量が少ない 5 54 桑名邸 底面 深鉢 大木8a式 2016 7 12 No 82a、体82b、82cは
坑 同一個

平(2成0128 土炭器化付物着 381号土 胴面部中位外 胴部部に薄中位く付外着面。一 地国開課発営区杏総事遺報跡業合告農発矢・6地掘吹 189坑図5381 
平成28採取

6) No 82b 粉状、量が少ない 3 15 桑名邸
坑

底面 深鉢 大木8a式 2016 7 12 No 82a、体82b、82ckt 
同一個

平(2成0128 土炭器化付物培 状胎態土多良い量、混粉入状、 381号土
胴部部付近下位）外（底面 胴付にや部近や）下外厚位面く（底一付部部俎 地国開発営区総亭遺跡業合農発矢地掘吹 189坑図5381 

平成28採取

6) No 82c 18 17 桑名邸 坑 底面 深鉢 大木8a式 2016 7 12 No 82a、体82b、82c1-;l: 

6 
同一個

平(2成0128 No 91 土炭器化付物培 粉土状少、量が少ない、 I 21 原 B は号住居 Ql ロ縁部外面 ににロ薄付縁く魯部付外賽面一膜部状 浅鉢 大木7b式 遺 雷喜 22図2 2016 7 15 6) 量混入
46 

平(2成0128 No 101 土炭器化付物渚 粉状 2 19 閂宮西 遺構外 ロ（剌縁突部内外）面 付付突ロ縁笥溶内部）中一白外量部色。面に綿（刺薄維く台付鉢 大木6式 水遺国利跡営会亭醐VIII津業査農報閤業連告 76図25 2016 7 15 6) 

平(2成0128 No 102 土炭器化付物培 粉量状が少、土な少い童混入、 4 75 荻平 贔号住居 J\1•2 ロ縁部外面 量にロ薄縁付く部贅付外覆面 ー土郡少 深鉢 大木7a式 遺阿跡武競発隈告掘東1道顆路査 8図5 2016 7 15 6) 

平(2成0128 No 109 土炭器化付物培戸多量混～粉入状、胎土 33 99 鹿島 瓜号住居 Q2 同部内上～中 胴面着部にU。部一にR5石近上部膏く～に、、薄中避接位くけ合｛寸内て 深鉢 大木6式 水遺国利跡営会事調X津業査I農報問業連告 36図2 2016 7 15 6) 立面

状粉胎あり状態土悪混、土い入中、の粒量可状混能入～性、 胴部付部溶に薄上中位く蓋付。外浩面◇一土 水遺国利跡営会事顆海業査農報閤業連告
#8100-

[AM-

炭替られ化は、平物測成で定な2せ8いず採と。見取代平(2成0128 No 116 土炭器化付物着 65 17 鹿島 遺構外 LV 胴面部上位外 深鉢 大木 5式併行 55図1 2016 7 15 32（測定） 
160596 

6) （測可定）不
XI 

不可
No 66 

平(2成0128 No 127 土炭器化付物渚 粉状、量が少ない 0 42 中江宮型の 第包含1遺層物 胴面部中位外 胴部部に付中位培。外面一 深鉢 大木7a式
水遺国利跡営会事謁津業査農報関業連告

30図2 2016 7 15 6) 
V 
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表2 土器付着炭化物試料採取記録表【未測定試料】(6)

扇 晶 園 関 国 m 四 曰風 際' 帽 属口 鴫 四； ＿ 雷B匿 疇 鴨 匹

平(2成0162)8 No 130a 土炭器化付物培
粉状、胎土中量混 ll 08 中江宮型の 第包含2遺層物 胴面部上位内 胴部部に薄上位く付内培面。一 深鉢 大木式7併a行~7b 水遣国利跡営会事調津業査農報閤業連告 42図2 2016 7 15 平NN体（平oo成~~成ll33坊00誂ba採)、探は通取取同し一N虐砂個4 
入

V 

平(2成0162)8 No.132 土炭器化付物培
状土態中悪量い、胎、粉土状中量、

12.84 中江宮聖の 第包含2遺層物 胴面部上位外 胴部中部量に薄上付位く培付。外着面。一土 深鉢 大木式7併a行~7b 
水遺匡l禾跡宮lJ芸亭蒻津業査農報閉菜連告

42図5 2016 7.15 
混入 V 

平(2成0162)8 No 138a 土炭器化付物着戸状、少態量良い混、入粒悶→状塁除織～ 去 34 48 前山A 誓住居 Q1 ロ縁部内面 麟にロ厚縁く部少付量内葛面付一嵩白部色 深鉢 大木9式 遺常跡磐醐自殷査車報道告 39図 2 2016 8.1 平NN体じ（平oo成の~成llさ3別3沈88）2b部むか8)採位採は以速取取同采（しほ取一Nぼo飩紐同
35 

鱈； 会路津遺査跡縦報発貫告北掘5道詞
#8647-l 

[AAA-

平(2成0172)9 No 1 土炭器化付物着 13 43 
桜町 状6号遺周構滞 Q1 脚部外面 一部に薄く付浩 高杯 月影式

21図8
2017 7 12 （測可定）不

170850 
(1次） （測可定）不

悶胎土少°最混入
会路津遺査跡縦報発貫告掘北5道蒻

#8647-2 
[AM-

平(2成0172)9 No 2 土炭器化付物培 32 97 
胃如
17号滞跡 J¥l 頚部外面 厚少くし付硬溶い 広口壺 十王台式

79図4
2017 7 12 （測可定）不

170851 

（測可定）不

55 

平(2成0129 No 5b 土炭器化付物培 状塊状態◎ 24 63 
桜町
f,3号土坑 a 10 胴部中位外 厚付く近付に培接合部あ 広口壺 屋敷式併行 会賂査津遺報跡縦告発貫掘北10道謂 94図 1 2017 7 12 通探2ー9個し取採N1N取太oo..N105o a4)5（、b平平は成成同29 

7) (2次） 面
り

平(2成0129 No 10a 土炭器化付物着 醤能x 3 24 能登 遺層物包含 頚部外面 ごく薄く付溶 壺 天王山式 東車道北報横遺告跡断1詞0自勁査 22図41 2017 7 12 平NN（平oo成..成lO102a92b、9採)通探は取し取同N一o.個107 
7) 土多量混入

裳
平(2成0129 No.14 土炭器化付物渚

状能x
24 31 屋敷 〗状号遺周構滞 Q2 胴部 広口壺 御山村下式 東車北道報横遺告跡断1覗2自殷査 201図5532017 7 12 7) おそらく土

平(2成0172)9 No 21b 土炭器化付物渚 状薄胎片態土状少〇量混入 3 21 八幡町 B遺構外 L Ila ロ縁部内面 薄ほら採層ぼ取穿状。孔に周付辺着。か 長頸壺 南御山2式 発福くま掘島南詞空道査港路報•遺あ告ぶ跡7 18図5 2017 7 12 通探2一9個し取採N1本N取oo..N11Zoi6a.2（)平l、b平成は成同29 

平(2成0129 7) No.23 土炭器化付物培 翡胎農土多△量混入
14 58 美シ森B贔号土器 頸部部）外（＜面びれ 薄付く近付に浩石膏あり 甕 天神原式 NT弱C査遺報跡告発掘 39図 l 2017 7 12 大一岱破値酌片体）・か中破ら棠片め（同て

平(2成0129 No 26a 土炭器化付物着
麿胎胃土多X量混入

16 16 後作A 埋1号設土遺器構 底面部付近内 薄付石く近膏付に、着チ接ョ合ー部ク線、 深鉢 大洞 C2式併 遺常磐跡詞自懃査車報適告 16図4 2017 7 12 平"'N探（平o4成俎取・灰成茄ヽ2N太b●99o、-9採1通2採)6取、し卜取平地2成はl22同9 0 
7) 行

あり
36 

平(2成0129 No 26b-2 土炭器化付物渚
悶胎土中x量混入 31 00 後作A 埋1号設土遺器情 胴体部）外面（全 縄付接文近箸剤にに薄接ありく合付部渚、 深鉢

大洞 C2式併 遺常磐跡詣自勲査車報道告
16図4 2017 7.12 平"'N採（ー平o成個取・成笈況｛2N太b●92o、-9森~1通2探)6取、し卜取平N2成oはl匹2同0 

7) 行 36 

沈純付りめ。近線た2→破99にここ薄薄接片片く合か付状部ら沼集あ、

#8647-
[AAA-

測L付不心えくら採圧熔れ結物用何たよ。果のらたりか影が大めの馨土9、9新器が結1こLか考果新いら平(2成0129 No 32 土炭器化付物着 状薄胎片態土〇～粉状 18 73 鬼渡A 遺構外 胴縄部文）（沈外線面、 壺 御代田式 水国詞利営査会事報津業告農関VIl業連 47図 10 2017 7 12 2結採8（果測用不定） （果1測7用0不定8）採77 結7) 
少量混入
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土器付着炭化物試料採取記録表【未測定試料】

譴 畢 置 閾饂璽置 届 m E 口直 信 燭 EEl 一賦嗜雪 匿 疇 噂 匹• ; 9こ ・

平(2成0172)9 No 32b 土炭器化付物渚
粉状

5.23 鬼渡A 遺構外 胴線面部・縄上文半）外（沈 薄く付渚 壺 御代田式 水国詢禾営査lj会事報津業告農関V[業連 47図 102017 10.20 平がし若め、成新干試廷し不2料9い審認の年取点状代が能をNあoに示る3もた9 
土少量

平(2成0172)9 No.41 土炭器化付物渚 状粉胎状態土△中最十混入 20 28 覧）
2柱0建号物掘跡立 埋土 ロ縁部外面 薄く付渚 壺 屋敷式 会路査津遺報跡縦告発貫掘北10道蒻 82図5 2017 8 21 

同一個体2点から探
取

平(2成0172)9 No 45 土炭器化付物渚 状粉黒胎状褐態土色少(_)量混入 20 05 屋敷 ~l 号土坑 床面
頚部～胴部 薄付りく近付に培接合部あ 甕 白江式併行 車束北道報横遺告跡断1親2自歎査 83図 131 2017 8 21 上半外面

平(2成0172)9 No 48 土炭器化付物着 状黒胎粉褐態土状色〇中黛混入 21 13 八幡町B遺情外 L Ila 胴（口部縁上部半直下 薄く付着 甕 南御山2式 発福くま掘島南詞空道査港路報•遺あ告ぶ跡7 20図3 2017 8 21 
）外面

平(2成0129 No 5涵 土炭器化付物着 状粉状態◎ 19 57 岩下D 『包含 LI!b 
頸～肩部外

やや厚く付溶 深鉢
大涸A'式併 真跡野発ダ掘告ム観VI1]関査連執遺 45図 l 2017 8 21 平N体o成.522a9、採bは取同一個

7) 面 行

平(2成0129 土炭器化付物箸
状石土付態膏着少〇少量量混入可能 遺層物包含 大洞A'式併 真跡野発ダ掘告ム顆VIII関査連報遺 平成29採bは取同

No 52b 37 52 岩下D LI!b 頚部内面 薄く付渚 深鉢 45図 l 2017 8 21 No 52a、 一個7) 

信誓
行

体

平(2成0172)9 No.54 土炭器化付物着 状褐胎戸態士△、状土十中量混入 16 81 羽白 c
遺層物包含 Lil 滉ロ縁文部内）（沈外線面 薄く付浩 鉢 大涸A'式 真跡野発告ダ掘ムX胴問II査連報遺 277図 4 2017 8 21 沈位線置内に赤炭彩化あ物り採取

厚浩胴ロく部縁べ下にっ付部た箸一りと付 #測（8代6可定4替7）不-、1 

[AAA-

会路査津遺報跡縦告発貫北道
170850 
漆のな可い能性。炭化物平(2成0129 No 60 土器漆付？着 粉（漆～な粒ら状ば0) 14 22 閤 5茎号周滞 南溝下層 頸部部）外下面部（一 細頸壺 十王台式 掘詣 18図 l 2017 10.11 

測（代可定特）不、7) 部と 12 では

平(2成0129 No.61 土器漆付？着 粉胎な状ら土ば中△量）混入（漆 12 96 磨 5姦号周滞 西溝上層 頸部部全体（破）片外面下 薄く付着 細頸壺 十王台式 会路査津遺穀縦跡告発貫掘北12道詞 18図6 20171011 漆ではのな可い能性。炭化物
7) 

平(2成0129 No 64 土炭器化付物着 粉混状入なし 56 37 落合 町住居 胴（一部部最）大外径面 薄付く近付に着接合部あ 甕 塩釜式 東車道北報横達告跡断2胴9自勁査 42図 l 20171011 7) 
り

平(2成0129 No 70 土炭器化付物着戸胎～土塊中状量混入 58.00 師山 遺構外 L Ila 胴部外面 厚付りく近付に培接合部あ 甕 天王山式 相遺跡黒調開発査報関連告 誂9図 120171027 バ能イ性ンあダりー使用の可
7) 

]1 

平(2成0130 No 2 土炭器化付物芍
粉赤状褐色状態x

4 92 塩9食岩陰 文化層 ~7b•7c 外ロ縁面部（一下部位） 薄く付着 深鉢 稲荷台式 東車詞道北査横遺奉艮跡断告発自2勲掘5 62図 l 2018 6 14 8) 
胎土混土入混多入量中量

平(2成0130 No 3 土炭器化付物渚
開赤褐色、X（土か）

5 11 大村新田 遺構外 外ロ縁面部（一直部下） 原渚さ中程度の付 深鉢 稲荷台式 水遺国利跡営会亨醐業査報閉連告 2018 6 14 8) 7図28
WI 

平(2成0130 No.6 土炭器化付物着
蹂熱土胎褐少土△色呈中混云入混入

7.65 
八方塚A遺層物包含 LI 胴面部（一上部位）外 厚渚さ中程度の付 深鉢

常世 1式 摺詞上査）1|報ダ告ム達IX跡 31図1 2018.6 14 
追加で採取可能

8) (2・3次） か？
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表2 土器付着炭化物試料採取記録表【未測定試料】 (8)

扇 晶 園 関 国 m 四 曰風 際' 帽 属口 鴫 四； ＿ 雷B匿 疇 鴨 匹

平(2成0183)0 No 8 土炭器化付物渚
状諜胎士多態土色量多x混量入混入 8 40 小滝 遣構外 胴部部）外面（一 厚着さ中程度の付 深鉢 茅山下層式 車東親北道査横遺報跡断告発自2勲掘1 33図9 2018 6 14 

平(2成0183)0 No 9 土炭器化付物培 状状褐石色態膏◎混入あり→除粒 32 15 痴(3子内次）
遣層物包含 L皿 ～内ロ胴縁面部部（一上下部位位） 非常に厚く付培 深鉢 大木 1式併行

摺上謁）IIダム遣跡
査報VI

246図 11 2018 6 14 

去

平(2成0183)0 No.10 土炭器化付物着 状褐胎誓態土△中量x混入 8 12 狽(i1子次内） 声層物包含 L皿 胴外部面中（一位部） 薄く付渚 深鉢 大木蕊式 摺詢上査）ii報ダ告ム遺II跡 204図 7 2018.6.14 

平(2成0130 8) No.28 
土炭器化付物着

開胎土少x量混入 2.52 小滝 遺層物包含 面口（沈縁（線一部部内下））位外 厚着さ中程度の付 深鉢 常世1式 東車親道北査横遣報跡断告発自2勲掘1 
21図 15

2018 6 14 

平(2成0130 8) No.29 土炭器化付物着 開褐胎色土少～X黒量褐混色入
6 49 小滝 這層物包含 外ロ縁面部（一下部位） やや厚く付培 深鉢 茅山下層式 東車親道北査横遺報跡断告発自2罰掘1 32図 10 2018 6 14 

平(2成0130 8) No 30 
土炭器化付物着

'土｀の可能性もあり

11 87 塩9食岩陰 2号土坑 戸4a直 a・•4b• 外ロ（縄縁面圧部（痕一直部内下） ） 薄く付渚 深鉢 花積下層式 東車親北道査横遺報跡断告発自2嶽掘5 l 
27図6

2018 6 14 

57 

平(2成0130 8) No 34 土炭器化付物培
茫黒土褐少色゚量混入

粒

54 09 勅(2子次内） 晶号住 床面•O1 胴近内部面）上（石位膏付 厚く付着 深鉢 大木 1式併行摺詢上査）II報ダ告ム遺IV跡 23図6 2018 6 14 

平(2成0130 土炭器化付物培
状芯態〇 粒 頚部ロ緑部）部外直面下（一、厚着さ中程度の付 相遺跡馬詞開発査報関連告

8) No 43 状土混入
25 44 師山 遺樗外 L¥Ill 鉢 大木5式

306図 3
2018 6 14 

II 

土炭器化付物着 状状黒土褐多態色量△混入

粉
344号土

外請部～而澤口潟面胴(（U扱一瑯（部1一部内泉上～部内））9拉外X9、） 接
東車詞道北査横遺報跡断告発自3勁掘平(2成0130 No.46 13 31 登戸 Q4 薄く付渚 深鉢 堀之内 2式 2018 6 14 8) 坑 135図 3

平(2成0130 土炭器化付物浩
状冒能△x

東車詞北道査横達報跡断告発自5動掘
8) No 47 13 16 天光 遺構外 L Ila 薄く付着 深鉢 加曾利 Bl式 62図2 2018 6 14 

中最混入

平(2成0130 土炭器化付物着

粉黒状規色
遺層物包含 胴面部上位外 真跡野発ダ掘告ム顆VII関査連報遺

平成30採取No27 

8) 
27-Ia 

胎土少土少石量混量膏入混混入入か
3 69 岩下c L II 薄く付培 壺 天王山式 9図2 2018 6 27 la、27-Ibは同一個

体

悶誓
真跡野発ダ掘告ム謁vrr関査連報遺 平成30採取No27 

平(2成0130 土炭器化付物溶
去土胎少土石量少混膏量入混混入入→防

遺層物包含
8) 27-lb 4 84 岩下c L IJ ロ縁部外面 薄く付着 壺 天王山式 9図2 2018 6 27 la、27-lbは同一個

体

平(2成0130 8) 27-2a 土炭器化付物渚
状薄黒片色態状x 0 85 落合 篇号住居 胴面部中位内 厚着さ中程度の付 甕 塩釜式 東車詞北道査横遺報跡断告発自2懃掘9 73図2 2018 6 27 平2b成は採30取採中取止No 27 



表2 土器付着炭化物試料採取記録表【未測定試料】 (9) 

|58ー

曝 畢 直 届 匹 ロ日 口 憮 躙 匹 鴫 ii可饂9渭 雷B但暉 鵬 鴨 匹• --、
． F - ； 

平(2成0183)0 27-3 土炭器化付物着
鱈胎土多X量混入

3 90 白岩内堀之 6包号含遣層物 LIV 頸部外面 ごく薄く付培 深鉢 天神原式
遺常跡磐顆自懃査車報適告

170図 7 2018 6 27 
10 

平(2成0183)0 27-6 土炭器化付物着 状状黒胎褐態士色少△量混入 粉 10 83 高木 轟号住
~4 胴外中位部面上（沈位線～内） 薄く付培 浅鉢 大木9式 築阿詞武堤査遺隈報川跡告右発3岸掘 111図3 2018 6 27 
下層

平(2成0183)0 27~9 土炭器化付物溶 状粉黒土状褐態中色△x 6 95 北向 遣構外 L II 胴曲下部部）内上よ面り位や（や屈 薄く付渚 注鉢口浅縄～文後期中期初末頭期葉 東車詞北道査横遺報跡断告発自7勲掘
108図 10

2018 6 27 

量混入

平(2成0183)0 （仮）Yl9再 土炭器化付物溶
状悶態 x 3 07 白岩内堀ノ 包6号含遺層物 LN 頚一部部外面 薄く付渚 甕 天神原式

遺苓跡砦詞日璽査り早報迫告
170図 7 2018 7 31 通2同9し一採個N取o体仮.11Y9、l9平再成は

10 

平(2成0183)0 7 /31— ② 土炭器化付物着 粉状 石神 ~7 号土坑 姐土、坑31J¥6号 深鉢 日向前B式 遺常磐跡調自懃査車報道告 25図1 2018 7 31 重量不足
52 

平(2成0183)0 7 /31— ③ 土炭器化付物着 状粉や胎状や態土褐混△色入x 5 58 田子平 ~5 号土坑 Q1 胴一部部 内面 薄く付溶
麿塁）
常世1式併行 遺常磐跡謂自殷査車報道告

126図 20
2018 7 31 

58 

平(2成0183)0 7/31—( a 土炭器化付物渚
喜文士の可能

12.28 北向 遣構外
L II ロ縁部（一付部近） 薄く付培 浅鉢 縄末文～後時期代初中朔頭 東車詢北道査横遣報跡断告発自7獄掘l 2018 7 31 通探成④成④し取初已3b0)N氏通は採探o同'し.取取l2b7一N6-NNo（個loo平.09・99）5体成//、933（平双平1l--
下部 内面 108図 9

平(2成0183)0 7 /31—( b 土炭器化付物洛 悶上能～◎粉状 21 91 田子平 B1号土坑 Q4 胴面部（一中部位）外 厚く付着 墨誓｝ 常世1式併行 遺常磐跡報発自告軌掘5車親8道査 126図 202018 7 31 通採aN—)o雀し取、1平/N床凡3成ol~-l9⑩6/®（3平採lb-成取はR訊同

袖
莉
ぶ
さ
活
薮
軍
翌

3
遮
浣
溶
涼
料
刊
序
望
崎
知

0

涸
珠
・
炭
珠
沿
洞
画
官
寄
汗
冷
宝

3
5
翌
将
3
諮
蔀
業
咀




